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「
鴨
島
東
こ
ど
も
園
」
は
、
新
築
工

事
が
無
事
完
了
し
、
い
よ
い
よ
４
月
に

開
園
を
迎
え
ま
す
。
開
園
に
伴
い
、
園

内
に
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
「
も

う
も
う
・
あ
い
・
ラ
ン
ド
」
を
設
置
し

ま
す
。

　

一
方
、
民
間
活
力
を
活
か
し
た
「
鴨

島
中
央
部
地
区
に
お
け
る
私
立
認
定
こ

ど
も
園
」
の
整
備
は
お
お
む
ね
計
画
ど

お
り
に
進
み
、
２
０
２
０
年
４
月
の
開

園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
当
園
の
開
園

を
も
っ
て
、
就
学
前
の
幼
児
教
育
・
保

育
の
一
体
化
を
図
る
「
幼
保
再
編
構
想
」

で
計
画
し
た
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

は
、
全
て
完
了
し
ま
す
。

　

川
島
町
の
旧
上
桜
温
泉
・
中
央
美
化

セ
ン
タ
ー
跡
地
に
整
備
し
て
い
ま
す
、

「
吉
野
川
市
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
は

３
月
に
完
成
し
、
４
月
か
ら
供
用
開
始

予
定
で
す
。

　

な
お
、
市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
愛

称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
約
３
０
０
点

の
応
募
が
あ
り
、「
上
桜
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ

ウ
ン
ド
」
が
、
愛
称
と
し
て
決
定
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
４
月
27
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
行
事
と
し
て
、
市
内
で
活
動
さ
れ

て
い
る
少
年
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
の
団
体

を
中
心
に
、サ
ッ
カ
ー
と
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

の
試
合
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
「
吉
野
川
市
ア
リ
ー
ナ
」
建
設
工
事

は
、
３
月
か
ら
鉄
骨
建
方
の
施
工
に
着

手
し
ま
す
。
ま
た
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
外
装
改
修
・
内
部
仕
上
工

事
を
施
工
中
で
す
。
管
理
・
運
営
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
駅
前
周
辺
整
備
に
関
し
て
は
、

基
本
設
計
を
３
月
末
に
完
了
し
、
来
年

度
に
は
詳
細
設
計
を
行
い
、
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
・
駐
車
場
・
駐
輪
場
・
市
道
駅

東
線
等
を
再
整
備
し
、
市
の
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
顔
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

●
多
子
世
帯
保
育
料
の
無
料
化

　

本
市
独
自
の
施
策
と
し
て
、
多
子
世

帯
に
お
け
る
カ
ウ
ン
ト
方
法
を
、「
扶

養
す
る
18
歳
未
満
の
最
年
長
児
か
ら
」

に
変
更
し
ま
し
た
。
第
２
子
半
額
・
第

３
子
以
降
無
料
と
す
る
市
民
に
と
っ
て

わ
か
り
や
す
く
、
負
担
の
少
な
い
保
育

料
制
度
に
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
10
月

か
ら
は
、
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

３
歳
以
上
の
第
２
子
の
無
料
化
を
、
所

得
制
限
を
設
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
４
月
か
ら
は
、
所
得
制
限

の
枠
を
越
え
た
市
の
施
策
と
し
て
、
す

べ
て
の
３
歳
か
ら
５
歳
児
の
第
２
子
無

料
化
を
、
国
の
制
度
に
先
駆
け
て
実
施

し
ま
す
。

●
と
く
し
ま
在
宅
育
児
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業

　

新
た
な
子
育
て
支
援
施
策
と
し
て
、

「
と
く
し
ま
在
宅
育
児
応
援
ク
ー
ポ
ン

事
業
」
を
10
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
乳
幼
児
を
在
宅
で
育
児
し
て
い
る

世
帯
に
対
し
て
、
一
時
預
か
り
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
使
用
可
能
な

ク
ー
ポ
ン
券
を
交
付
す
る
事
業
で
す
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行

  

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
際

し
、
地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下

支
え
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
販
売
を

し
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
低
所
得

者
や
０
歳
か
ら
２
歳
の
子
育
て
世
帯
で

す
。

  

２
万
５
０
０
０
円
相
当
の
商
品
券
を

２
万
円
で
販
売
し
ま
す
が
、
５
０
０
円

券
10
枚
つ
づ
り
を
５
回
に
分
け
て
購
入

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

  

10
月
か
ら
市
役
所
に
お
い
て
販
売
予

定
で
、
使
用
期
間
は
発
売
か
ら
約
５
カ

月
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
内
の
み
で
の
使
用
と
な
り

ま
す
の
で
、
購
買
の
促
進
に
よ
り
地
域

経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
も
期

待
し
て
い
ま
す
。

　平成31年２月25日、
平成31年３月吉野川市
議会定例会開会日、川真
田市長は、平成30年度
のこれまでの成果と今後
の市政運営方針について、
その所信を表明し、市民
の皆さんや市議会に理解
と協力を求めました。要
旨は次のとおりです。

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

吉
野
川
市
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
愛
称
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行
事

子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進

市政の窓
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●
よ
し
の
が
わ
国
保
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
拡
大

　

本
事
業
は
、
特
定
健
診
・
そ
の
他
検

診
の
受
診
お
よ
び
運
動
教
室
や
介
護
予

防
教
室
な
ど
の
健
康
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
こ
の
ス
タ
ン

プ
と
市
指
定
ご
み
袋
と
を
交
換
す
る
こ

と
に
よ
り
、
被
保
険
者
の
健
康
意
識
の

向
上
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
は
、
事
業
を
拡
大

し
、
健
診
結
果
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た

場
合
も
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

●
が
ん
検
診
推
進
事
業

　

が
ん
検
診
の
周
知
お
よ
び
受
診
率
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
い

ま
だ
県
内
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

身
の
受
診
可
能
な
検
診
項
目
を
ひ
と
目

で
確
認
可
能
な
『
見
開
き
で
一
覧
に
し

た
受
診
券
』
に
変
更
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
検
診
内
容
」
や
「
集
団
検

診
日
程
」、「
実
施
医
療
機
関
」
な
ど
の

大
切
な
お
知
ら
せ
を
一
つ
に
ま
と
め
た

『
つ
り
下
げ
可
能
な
カ
レ
ン
ダ
ー
形
式

の
保
存
版
』
と
し
て
配
布
し
、
家
庭
で

共
有
で
き
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
し

ま
す
。

●
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

　

学
校
教
育
の
環
境
改
善
を
図
る
た

め
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
平
成

29
年
度
か
ら
小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

対
象
10
校
中
、
７
校
に
つ
い
て
は
既

に
完
了
し
、
上
浦
・
牛
島
・
山
瀬
各
小

学
校
の
整
備
が
来
年
度
完
了
す
る
こ
と

で
、
全
て
の
小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
工
事

　

児
童
生
徒
の
安
全
性
の
確
保
の
た

め
、
順
次
改
修
を
進
め
、
市
内
学
校
の

緊
急
性
を
有
す
る
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
改
修
工
事
を
完
了

し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、「
建
築
基
準
法
」
の
基
準

満
た
し
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
お
よ
び

老
朽
化
の
著
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の

改
修
工
事
に
つ
い
て
、
国
の
臨
時
特
例

交
付
金
を
活
用
し
、
順
次
着
手
し
て
い

ま
す
。

●
体
育
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

　

24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
申
し
込

み
が
で
き
、
ま
た
空
き
状
況
の
確
認
も

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、「
体
育
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
」
を
来
年
度
か
ら
導

入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

予
約
シ
ス
テ
ム
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
施
設
の
予
約
申
し

込
み
や
空
き
状
況
の
検
索
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

　

本
市
「
若
手
職
員
政
策
提
案
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
吉
野
川
市
の
花

の
魅
力
に
着
目
し
、
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ

ワ
ー
（
食
用
花
）
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
策

を
ま
と

め
ま
し

た
。
今

後
、
庁

内
の
推

進
体
制

を
強
化

す
る
と

と
も
に
、
四
国
財
務
局
・
民
間
事
業

者
・
金
融
機
関
等
と
の
連
携
を
よ
り
深

め
、
地
元
の
方
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
廃
校
と
な
っ
た

川
田
西
小
学
校
の
校
舎
な
ど
の
利
活
用

を
ベ
ー
ス
に
、
本
ア
イ
デ
ア
の
具
現
化

に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
川
島
城
の
休
館
対
応
と
今
後

　

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
診
断
の
結

果
、
川
島
城
に
は
耐
震
性
が
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
検
討
を
重
ね
、
老

朽
化
や
利
用
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
耐
震
工
事
は
行
わ
ず
、
建
物
の

使
用
を
制
限
し
、
４
月
以
降
は
休
館
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
民
間
の
力
を
借
り
る
な
ど
の

方
法
に
よ
り
、
保
存
で
き
る
よ
う
、
調

整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
併
設
す
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

利
用
を
継
続
し
、
近
隣
す
る
城
山
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
休
日
で
も
予
約
や

使
用
料
の
支
払
い
が
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
の
城
山
児
童
公
園
の
ト

イ
レ
を
一
部
洋
式
化
す
る
な
ど
、
環
境

整
備
を
併
せ
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

教
育
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

健
康
で
福
祉
に
温
か
い
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

エディブルフラワー
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●
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
森
林
経
営

管
理
事
業

　
「
森
林
経
営
管
理
法
」
が
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
、
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
森
林
に
つ
い
て
、
森
林
所
有
者
の

経
営
管
理
を
市
町
村
を
通
じ
て
民
間
事

業
者
に
委
託
す
る
と
い
っ
た
「
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
ま
ず
は
森
林
所
有
者
に

対
し
、「
経
営
管
理
意
向
調
査
」
を
実

施
す
べ
く
、
そ
の
準
備
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
務
経
費
に
は
、
来
年
度

か
ら
創
設
予
定
の「
森
林
環
境
譲
与
税
」

を
財
源
と
し
て
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

と
と
も
に
、
こ
の
譲
与
税
は
、
間
伐
な

ど
の
森
林
整
備
や
人
材
育
成
・
担
い
手

の
確
保
、

木
材
利
用

の
促
進
、

普
及
啓
発

な
ど
に
使

え
る
こ
と

と
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
中
小
企
業
者
等
の
振
興
施
策

　

中
小
企
業
者
等
の
振
興
を
目
的
と
し

た
「
中
小
企
業
者
等
振
興
基
金
」
を
新

た
に
創
設
し
、
１
億
円
を
積
み
立
て
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
基
金
の

運
用
益
を
原
資
と
し
、
県
の
支
援
制
度

で
は
不
足
す
る
運
転
資
金
の
円
滑
な
調

達
を
、
市
と
県
信
用
保
証
協
会
、
市
内

金
融
機
関
が
連
携
し
拡
大
す
る
「
短
期

事
業
資
金
保
証
制
度
」
を
、
県
内
他
市

町
村
に
先
駆
け
て
創
設
し
ま
す
。

　

厳
し
さ
が
増
す
中
、
本
市
は
、
中
小

企
業
者
等
の
振
興
を
市
政
の
重
要
施
策

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
地
域
社
会

が
一
体
と
な
っ
て
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

現
在
の
「
吉
野
川
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
は
、
平
成
18
年
３
月
に
作
成

し
た
も
の
で
す
が
、
平
成
29
年
の
「
水

防
法
」
改
正
、
そ
し
て
平
成
28
年
に
国

が
公
表
し
た
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
伴

う
「
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」
に
対
応

し
て
い
な
い
た
め
、
現
在
の
基
準
に
合

わ
せ
更
新
し
ま
す
。

　

更
新
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
す
る
と
と
も

に
、
市
内
全
世
帯
や
転
入
者
、
ま
た
、

多
く
の
方
が
利
用
す
る
公
共
施
設
や
防

災
教
育
の
教
材
と
し
て
学
校
に
配
布
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
生
活
排
水
処
理
の
最
適
化

　

本
市
に
お
け
る
「
浄
化
槽
汚
泥
等
」

の
処
理
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
稼
働
中

の
下
水
道
処
理
施
設
を
有
効
活
用
し
た

「
単
独
処
理
」
に
転
換
す
る
こ
と
と
し
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
施
設
周
辺
の
皆
さ
ん
へ

の
事
業
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成

30
年
12
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
現

在
、
共
同
処
理
を
し
て
い
る
「
阿
北
環

境
整
備
組
合
」
か
ら
の
脱
退
に
つ
い
て

承
認
を
い
た
だ
き
、
構
成
団
体
に
予
告

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
単
独
処
理
を
行
う
た
め
の
受

入
施
設
、進
入
路
な
ど
の
整
備
を
行
い
、

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
処
理
を
開
始
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
へ

の
法
適
用
化

　

下
水
道
事
業
の
長
期
的
収
支
の
見
直

し
や
使
用
料
の
適
正
化
な
ど
、
今
後
の

経
営
安
定
化
に
向
け
、
平
成
27
年
度
か

ら
「
地
方
公
営
企
業
法
」
の
全
部
適
用

に
よ
る
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
に
は
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
的
に
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
維
持
し
て
い
く
た
め
、「
経
営
戦
略

検
討
審
議
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
一
層
経
営
の
健
全
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
ご
み
処
理
の
最
適
化

　

今
後
の
ご
み
処
理
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
、
昨
年
６
月
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
本
市
単
独
で
事
業
を
進
め
る
方
針

を
決
定
し
、
現
在
、
建
設
候
補
地
に
つ

い
て
選
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

来
年
度
は
、
候
補
地
を
決
定
す
る
と

と
も
に
、
新
施
設
に
係
る
地
域
計
画
・

公
害
防
止
計
画
な
ど
の
調
査
・
検
討
を

行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
の
中

で
示
さ
れ
た
「
中
間
処
理
施
設
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
、
よ
り
効
率
的
な
運
営

を
目
指
し
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
施

設
を
、
既
存
施
設
の
使
用
期
限
ま
で
に

整
備
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り

効
率
的
に
行
政
運
営
を
す
る
ま

ち
づ
く
り
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◇
平
成
30
年
度
吉
野
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
５
５
７
３
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
、
２
４
４
億
８
９
２
万

５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
30
年
度
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
44
万
４
０
０
０
円
を

追
加
し
、
総
額
を
48
億
５
５
９
４
万
４
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
30
年
度
吉
野
川
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
２
４
万
円
を
減
額

し
、
総
額
を
６
億
２
５
３
１
万
３
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
30
年
度
吉
野
川
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
１
８
７
万
７

０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
53
億
４
４
９

５
万
１
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
30
年
度
吉
野
川
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
２
１
５
８
万
３

０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
９
億
９
７

４
２
万
９
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
30
年
度
吉
野
川
市
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
１
２
７
０
万
円

を
減
額
し
、
総
額
を
３
億
６
５
０
８
万
７
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
30
年
度
吉
野
川
市
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
82
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
１
億
６
９
８
６
万
７
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
31
年
度
吉
野
川
市
一
般
会
計
予
算

◇
平
成
31
年
度
各
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の

予
算
な
ど
５
件

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
予

算
の
あ
ら
ま
し
を
６
～
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◇
吉
野
川
市
環
境
施
設
整
備
基
金
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

市
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

整
備
に
係
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
基
金

を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
供
用
開
始
す
る
、
川
島
町
の
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
つ

い
て
、
使
用
料
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
民
プ
ラ
ザ
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

旧
麻
植
協
同
病
院
跡
地
で
整
備
を
進
め
て

い
る
ア
リ
ー
ナ
を
含
む
複
合
施
設
の
設
置
お

よ
び
管
理
に
つ
い
て
、
使
用
料
そ
の
他
の
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
中
小
企
業
者
等
振
興
基
金
条
例

制
定
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
者
等
の
振
興
を
図
る
た
め
の
事

業
に
係
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
基
金
を

設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
中
小
企
業
者
、
小
規
模
企
業
者

及
び
小
企
業
者
の
振
興
に
関
す
る
基
本
条
例

制
定
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
者
等
の
振
興
に
関
す
る
基
本
理

念
や
市
の
責
務
、
中
小
企
業
者
等
の
役
割
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で

す
。

◇
吉
野
川
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

鴨
島
東
こ
ど
も
園
の
開
園
に
伴
い
、牛
島
・

上
浦
・
森
山
の
各
幼
稚
園
を
閉
園
す
る
こ
と

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

地
区
公
民
館
の
名
称
を
、
従
前
よ
り
使
用

し
て
い
る
呼
称
で
整
理
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
お

よ
び
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
利
率
、
償
還

方
法
等
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
課
税
限
度
額
・

低
所
得
者
軽
減
判
定
所
得
の
変
更
に
つ
い
て

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
　

下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

に
伴
い
、
関
係
条
例
を
含
め
て
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
簡
易
給
水
施
設
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

市
内
の
飲
料
水
供
給
施
設
お
よ
び
簡
易
給

水
施
設
の
名
称
等
に
つ
い
て
、
所
要
の
整
理

を
行
う
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
保
育
所
条
例
及
び
吉
野
川
市
立

認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

鴨
島
東
こ
ど
も
園
の
開
園
お
よ
び
鴨
島
東

保
育
所

の
閉
園

に
係
る

所
要
の

整
備
を

行
う
も

の
で
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

議
会
だ
よ
り

予
　
算

条
　
例

誌
面
の
関
係
で
、
要
旨
部
分
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
　https://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/

平成 31 年３月吉野川市議会定例会
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平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
額
は
、
将
来
世
代
の
た
め
の
投

資
を
積
極
的
に
行
う
「
未
来
に
向

け
た
積
極
予
算
」
と
し
て
予
算
編

成
を
行
い
、
前
年
度
比
２
億
８
９

９
０
万
円
、
率
に
し
て
１・３
％
増

の
２
３
４
億
５
５
９
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
は
合
併
か
ら
15
年

目
と
な
り
、
合
併
支
援
措
置
と
し

て
の
普
通
交
付
税
の
加
算
が
最
終

年
度
で
あ
る
こ
と
や
合
併
特
例
債

が
発
行
上
限
額
に
達
す
る
こ
と
な

ど
財
政
面
に
お
い
て
も
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
。　

　

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
る
社
会
保
障
経
費
の
増
加
や

公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、地
域
経
済
の
活
性
化
、

移
住
・
定
住
施
策
、
子
育
て
支
援

の
充
実
、
公
共
施
設
の
計
画
的
な

改
修
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
・
幼

保
再
編
、
都
市
再
生
整
備
事
業
な

ど
合
併
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ

と
し
て
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
結
果
、
合
併
後
最
大
規
模
の
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

一 

般 

会 

計

■
市
税

　

固
定
資
産
税
は
償
却
資
産
の

増
な
ど
で
増
収
と
な
り
、
前
年
度

決
算
見
込
額
や
税
制
改
正
を
踏
ま

え
、
総
額
で
前
年
度
比
０・７
％
増

の
39
億
５
１
２
８
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

■
地
方
交
付
税

　

合
併
後
10
年
経
過
後
は
普
通
交

付
税
が
５
年
間
で
段
階
的
に
減
額

さ
れ
る
た
め
、
漸
減
５
年
目
と
な

る
平
成
31
年
度
は
、
前
年
度
比
１・

５
％
減
の
64
億
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

■
繰
入
金

　

市
債
の
償
還
の
財
源
と
し
て

減
債
基
金
か
ら
12
億
８
千
万
円

を
繰
り
入
れ
る
ほ
か
、
不
足
す

る
財
源
を
補
て
ん
す
る
た
め
財

政
調
整
基
金
か
ら
10
億
円
を
繰

り
入
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
総

額
で
前
年
度
比
14
・
７
％
増
の

28
億
２
７
３
１
万
８
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

■
市
債

　

都
市
再
生
整
備
事
業
で
24
億
６

７
０
０
万
円
の
発
行
を
予
定
し

て
い
る
も
の
の
、
鴨
島
東
部
地

区
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
な

ど
の
発
行
減
が
あ
っ
た
た
め
、
総

額
で
前
年
度
比
３・
５
％
減
の

35
億
５
８
４
０
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。 主

な
歳
入
（
収
入
）

平成 31年度

※
重
点
事
業
の
概
要
は
８
ペ
ー
ジ
へ

県支出金
14億8,106万1千円
（6.3％）

国庫支出金
30億3,930万5千円
（13.0％）

地方譲与税・各種交付金
9億8,224万9千円
（4.1％）

地方交付税
64億円
（27.3％）

市税
39億5,128万円
（16.8％）

その他
・分担金および負担金
・使用料および手数料
・財産収入
・繰越金
・寄附金
・諸収入
12億1,628万7千円
（5.3％）

繰入金
28億2,731万8千円
（12.0％）

市債
35億5,840万円
（15.2％）

自主財源
34.1％

依存財源
65.9％

234億5,590万円

当 初 予 算
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市
に
は
、一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特

定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た

め
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
一
般
会
計

と
は
別
に
特
別
会
計
と
い
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

以
外
に
、独
立
採
算
を
原
則
と
し
、

企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道
事
業

会
計
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

各
会
計
の
予
算
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

特　別　会　計

企　業　会　計

会　　　計　　　名 予　算　額
国民健康保険特別会計 48億1,033万5千円
後期高齢者医療特別会計 6億5,111万8千円
介護保険特別会計 53億4,654万7千円

会　　　計　　　名 予　算　額

水道事業会計
収益的収入および支出

収　入 6億8,528万7千円
支　出 6億3,508万1千円

資本的収入および支出
収　入 4億9,425万6千円
支　出 6億1,450万円

下水道事業会計
収益的収入および支出

収　入 12億3,452万4千円
支　出 12億1,643万1千円

資本的収入および支出
収　入 10億284万1千円
支　出 13億8,185万1千円

※公共下水道事業、特定環境保全公共下水道事業および農業集落排水事業は、平成 31 年度から地方
　公営企業法を適用し、公営企業会計に移行しました。

■
義
務
的
経
費

【
人
件
費
】

　

非
常
勤
職
員
報
酬
の
増
な
ど
に

よ
り
前
年
度
比
１・９
％
増
の
34
億

１
９
５
０
万
６
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

【
扶
助
費
】

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
や

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
の
増

な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
８・０
％
増

の
50
億
１
４
９
２
万
４
千
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

定
期
償
還
金
の
減
に
よ
り
前
年

度
比
５・１
％
減
の
23
億
２
１
７
２

万
６
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
投
資
的
経
費

　

中
央
美
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
多
目

的
運
動
場
整
備
事
業
、
鴨
島
東
部

地
区
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
な

ど
が
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
継
続

事
業
の
都
市
再
生
整
備
事
業
の
増

な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
０・７
％
増

の
42
億
１
３
７
７
万
１
千
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

■
そ
の
他
の
経
費

　

物
件
費
、
補
助
費
等
、
繰
出

金
な
ど
を
合
わ
せ
た
そ
の
他
の
経

費
は
、
前
年
度
比
０・
６
％
減
の

84
億
８
５
９
７
万
３
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
（
支
出
）

その他
36.2％

義務的経費
　45.8％

投資的経費
18.0％

繰出金
20億9,219万1千円
（8.9％）

投資および出資金・
貸付金、積立金
2億2,856万円
（1.0％）

補助費等
31億2,496万9千円
（13.3％）

維持補修費
8,470万5千円
（0.4％）

物件費
29億2,554万8千円
（12.5％）

投資的経費
42億1,377万1千円
（18.0％）

公債費
23億2,172万6千円
（9.9％）

扶助費
50億1,492万4千円
（21.4％）

人件費
34億1,950万6千円
（14.5％）

予備費
3,000万円（0.1％）

＜性質別構成比＞
234億5,590万円
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平成 31年度当初予算

重 点 事 業
　重点事業は、「吉野川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標に沿った構成とし、４つに区分
しました。
　主要なものの概要は次のとおりです。　　（※ 【新】… 新規事業  【拡】… 拡大事業  【継】… 継続事業）

議会費・総務費・
諸支出金等
52,111円

民生費
214,858円

衛生費
52,293円

農林水産業費・商工費
16,453円

土木費
118,513円

消防費
・災害復旧費
19,643円

教育費
37,383円

公債費
56,164円

＜目的別構成比＞

※市税（39億5,128万）÷人口（41,338人/H31.1.1現在住民基本台帳人口）で換算。

市民一人あたり税負担　95,585円

市民一人あたり
567,418円

議会費・総務費・
諸支出金等 民生費 衛生費 農林水産業費・

商工費

議員報酬や議会運営
の経費、庁舎管理や
総合的な管理事務等
に要する経費

障がい者・高齢者・
児童福祉、生活保護
等に要する経費

各種健診などの保健
活動やごみ・し尿処
理等に要する経費

農林水産業の振興や
商工観光等に要する
経費

土木費 消防費・災害復旧費 教育費 公債費

市道整備や市営住宅
の維持管理等に要す
る経費

消防団活動や災害復
旧に要する経費

学校施設の整備や教
育（幼稚園、小中学
校、社会教育）、ス
ポーツ振興等に要す
る経費

事業を行うために市
が借り入れたお金に
対する返済金

雇用創出のための産業振興

訪れたくなる、住みたくなる吉野川の魅力発信

重点①

重点②

【新】多様な働き方応援事業 30万円

　建設中の吉野川市アリーナ・交流センター（仮称）内に
本市独自の特色を持ったコワーキングスペース・サテラ
イトオフィスを整備するため、開設・運営に係るノウハ
ウを構築し、開設後のスムーズな運営に繋げるための準
備を行います。

【継】来て 観て 住んで事業 3,270万円

　子育て世代の支援、市内経済の活性化、移住・定住促
進のため、40 歳未満の若
者世代の住宅取得に対し、
補助金を交付します。

【新】森林経営管理事業 747万2千円

　林業の持続的発展と森林の有する多面的機能の発揮に
資するため、林業経営の効率化および森林の管理の適正
化の一体的な促進を図ります。

【新】がんばるふるさと企業応援事業 41万5千円

　中小企業者等振興基金の運用益を活用し、創業時のみ
だけではなく、運転資金の調達も円滑に行えるよう短期
事業資金保証制度補助金を新設することにより、事業者
の健全な経営を後押しします。また、委員会などを設置し、
中小企業者等の振興に伴う施策の検討等を連携して進め
ます。

【拡】地域おこし協力隊事業 837万円

　地域ブランドや地場産業の開発・販売・ＰＲ等の地域お
こしの支援や農林水産業への従事、住民の生活支援など
の「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・
定着を図ります。

【新】移住・定住促進事業 495万4千円

　地域や各分野における担い手不足の解消、地域の活性
化を図るため、移住促進に効果的な事業を実施し、本市
への移住者の増加を図ります。

予算を市民一人あたりに換算すると
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●問い合わせ　市企画財政課　☎22-2221　℻22-2244

若者世代の希望をかなえる環境の整備

都市の活力と暮らしの安心の創造

重点③

重点④

【拡】鴨島東子育て支援センター
　　 運営事業 267万6千円

　子育て支援センターを運営し、乳幼児とその保護者等
の交流を促進し、子育ての不安感等の緩和や子どもの健
やかな成長を支援します。　

【継】都市再生整備事業 31億8,125万4千円

　新たな交流拠点として吉野川市アリーナ・交流センター
（仮称）の建設とその周辺整備を行うことにより、中心市
街地である鴨島駅周辺地区の活性化を図り、活力と賑わ
いのある「街なか」としての再生を目指します。　

【新】山川図書館施設改修事業 3,000万円

　平成９年４月に開館して以降 20 年以上経過しており、
劣化がみられます。山川図書館の長寿命化を図るための
工事を実施します。

吉野川市アリーナ・交流センター（仮称）　　2020年４月　オープン

【継】徳島中央広域連合西消防署
　　 整備事業 9,589万1千円

　徳島中央広域連合が進める西消防署の改築に要する費
用の一部を負担し、大規模災害時の拠点となる施設を整
備します。

【新】老朽化危険遊具撤去補助事業 10万円

　市管理外の広場等に設置・管理している遊具について、
経年劣化等により危険な遊具が存在しているため、これ
らの撤去に必要となる費用を限度額を設けて助成します。

【拡】浄化槽汚泥等投入事業 3,349万4千円

　現在、一部事務組合により広域処理している浄化槽汚
泥等を 2021 年４月から本市の下水道施設を活用した単
独処理に切り替えるために必要な施設整備を行います。

【継】鴨島中央部地区認定こど
　　 も園整備事業 2億4,493万1千円

　民間事業者を主体事業者として、私立の幼保連携型認
定こども園の施設整備に要する費用の一部を補助します。

（2020 年４月開園予定）

【拡】新ごみ処理施設整備事業 691万円

　現在、一部事務組合により広域で行っているごみ処理
を 2025 年度から本市単独処理に切り替えるために必要
な施設整備を行います。

【拡】がん検診推進事業 213万5千円

　各受診券をこれまでのブック形式から、１ページにま
とめた新様式に変更するとともに、がん検診パンフレッ
トを新たに作成、全戸配布することで普及啓発を行い、
がん検診受診率の向上を図ることで早期発見・早期治療
に結びつけます。

【新】防災ハザードマップ更新事業 1,000万円

　平成 29 年５月に改正された水防法、平成 28 年に国
が公表した想定最大規模降雨に伴う洪水浸水想定区域図
に対応した防災ハザードマップに更新し、市内全世帯に
配布します。

【拡】危険ブロック塀等除却支援事業 240万円

　倒壊した場合に、隣接する避難路や輸送路への影響が
ある危険なブロック塀等の除却工事および除却後の囲障
工事（ブロック塀の再築造は除く）をする場合等に助成
を行います。

【新】公共施設予約システム導入事業 300万円

　本市の体育施設等の空き状況の照会、予約手続きなど
をインターネットで行うことができるシステムを導入し、
利用者の利便性の向上を図ります。

平成31年度

　

吉野川市

明日も笑顔　 がん検診!!

 ●検診の流れ・受診券・申し込み方法（裏表紙）

 ●検(健)診・検査内容           　        　　　　…１・２ページ

 ●実施期間・集団検診日程　　　　　　　　　…３ページ

 ●検診日程カレンダー　　　　　　　　　　　…４ページ

 ●個別検診(健診)委託医科・歯科医療機関一覧 …５・６ページ

案
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～
と
き（
時
代
）を
越
え
て
～

鴨島町 ～
過
去
（
む
か
し
）
を
振
り
返
っ
て
～　

今
月
号
の
特
集
は
、
昭
和
、
平
成
の
時
代
を

誌
面
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た▲昭和 35 年頃の文化座。銀座通りは娯楽でにぎわう。

▲旧庁舎から 37 年、平成６年に現在の庁舎
　は完成しました。

▲平成 12 年はじめての子ども議会が開催。
　吉野川ハーフマラソンも始まりました。

　平成 23 年閉園した吉野川遊園地。
▼昭和 44 年江川遊園地から改称。

▲銀座通りの様子。昭和 40 年代頃は活気であふれる。

平
成
の
で
き
ご
と

吉
野
川
市
（
旧
町
村
）

の
う
ご
き

世
の
中
の
う
ご
き

平
成
元
年（
１
９
８
９
）

・
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会

館
オ
ー
プ
ン（
山
川
町
）

・
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

完
成（
鴨
島
町
）

・
町
立
図
書
館
を
開
館

（
川
島
町
）

・
川
島
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
が
完
成（
川
島
町
）

平
成
２
年（
１
９
９
０
）

・
高
越
弓
道
場
完
成（
山

川
町
）

・
山
川
町
庁
舎
完
成（
山

川
町
）

・
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
上

桜
公
園
が
完
成（
川
島
町
）

平
成
３
年（
１
９
９
１
）

・
消
防
会
館
完
成（
山
川
町
）

平
成
４
年（
１
９
９
２
）

・
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
、

公
共
下
水
道
一
部
供
用

開
始（
鴨
島
町
）

・
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

完
成（
美
郷
村
）

平
成
５
年（
１
９
９
３
）

・
森
藤
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

ド
完
成

・
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

芳
越
荘
完
成（
山
川
町
）

・
川
田
橋
・
岩
津
橋
開
通

平
成
６
年（
１
９
９
４
）

・
ふ
れ
あ
い
公
園
完
成

（
美
郷
村
）

・
鴨
島
町
庁
舎
業
務
開

始（
鴨
島
町
）

平
成
元
年

・
消
費
税
３
％
ス
タ
ー
ト

・
中
国
天
安
門
事
件

平
成
２
年

・
統
一
ド
イ
ツ
誕
生

・
天
皇
陛
下「
即
位
の
礼
」

平
成
３
年

・
湾
岸
戦
争

・
牛
肉
オ
レ
ン
ジ
輸
入

自
由
化
ス
タ
ー
ト

・
雲
仙
普
賢
岳
爆
発

・
ソ
連
崩
壊

平
成
４
年

・
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
可
決
成
立

・
学
校
週
休
２
日
制
ス
タ
ー
ト

・
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

エ
ン
デ
バ
ー
打
ち
上
げ
、

宇
宙
飛
行
士
毛
利
衛
さ

ん
搭
乗

平
成
５
年

・
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

・
皇
太
子
殿
下
・
雅
子
さ

ま
ご
成
婚

・
徳
島
自
動
車
道（
藍
住-

脇
町
）が
開
通

平
成
６
年

・
関
西
新
国
際
空
港
開
港

平
成
７
年

・
阪
神
淡
路
大
震
災

・
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

・
世
界
貿
易
機
関（
Ｗ
Ｔ

Ｏ)

設
立

▲昭和 60 年に向麻山公園に遊具広場が完成。
　この年は「江川の湧水」が名水百選に選定。

▲平成元年頃の旧鴨島町庁舎。
　昭和 32 年に完成。

子どもみこしも繰り出す駅前の▶
五九郎まつり。平成元年。この　
年に文化研修センターが完成。　

◀鴨島駅前にノンキナトウサン碑を昭和 46 年に設置。
　喜劇王は日本のチャップリンと言われました。
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川島町

平成 31 年（2019 年）４月 30 日に「平成」の時代が幕を閉じます。
「吉野川市」も平成 16 年 10 月に誕生してもうすぐ 15 年。ひとつの区切りを迎えます。

麻植郡４町村合併前を含め、改めてさまざまなできごとを写真と年表で振り返り。
皆さんにとって「昭和」、「平成」とはどんな時代でしたか。

◀川島郵便局付近の整備された国道
　192 号線。昭和 40 年頃の写真。

　昭和 30 年頃の学駅前の眺め。
▼学島地区の中心街。

▲川島町役場。昭和 34 年完成。阿波川島駅の南にありました。

▲昭和 37 年川島潜水橋架橋。
　学地区観光ぶどう狩りが始まったのもこの年です。

▲ 32 年ぶりに SL 阿波四国三郎号が
　徳島駅から阿波川島駅を走りました。
　平成 14 年。

平成元年に町立図書館が開館。　
この年に勤労者体育センターが完成。▶

▲第１回川島ふるさとまつりが昭和 58 年
に開催。昨年15年ぶりに開かれました。

▲市場町とつながる阿波麻植大橋の橋脚。昭和 56 年に開通。
　この年川島特産焼肉のたれを販売開始。

◀平成 10 年時計が目印の
　川島町役場完成。
　現在はこども園に。

平
成
７
年（
１
９
９
５
）

・
第
１
回「
最
後
ま
で

残
っ
た
空
海
の
道
」
ウ

オ
ー
ク
開
始（
鴨
島
町
）

平
成
９
年（
１
９
９
７
）

・
図
書
館
開
館（
山
川
町
）

・
徳
島
中
央
広
域
連
合
設
立

・
吉
野
川
遊
園
地
観
覧

車（
57
ｍ
）完
成

平
成
10
年（
１
９
９
８
）

・
鴨
島
温
泉「
鴨
の
湯
」

営
業
開
始（
鴨
島
町
）

・
川
島
町
役
場
完
成（
川
島
町
）

・
美
郷
村
宝
さ
が
し
探

検
隊
結
成（
美
郷
村
）

平
成
11
年（
１
９
９
９
）

・
各
学
校
に
パ
ソ
コ
ン

導
入
開
始

・
地
域
振
興
券
交
付

平
成
12
年（
２
０
０
０
）

・
第
１
回
吉
野
川
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
開
催（
鴨
島
町
）

・
犬
伏
孝
行
選
手
シ
ド

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
に
出
場

・
美
郷
ほ
た
る
館
完
成

（
美
郷
村
）

平
成
13
年（
２
０
０
１
）

・
徳
島
駅
伝
麻
植
郡
選

手
団
優
勝

平
成
14
年（
２
０
０
２
）

・
麻
植
郡
合
併
協
議
会
設
立

・
山
川
バ
ン
ブ
ー
パ
ー

ク
完
成（
山
川
町
）

・
全
国
ホ
タ
ル
研
究
会
美

郷
大
会
を
開
催（
美
郷
村
）

平
成
８
年

・
Ｏｰ

１
５
７
食
中
毒
事
件

・
薬
害
エ
イ
ズ
事
件

平
成
９
年

・
イ
ギ
リ
ス
で
ク
ロ
ー
ン

羊
誕
生

・
香
港
、
中
国
に
返
還

・
消
費
税
が
５
％
と
な
る

平
成
10
年

・
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催

・
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン

・
明
石
海
峡
大
橋
開
通

平
成
11
年

・
日
本
初
の
脳
死
臓
器

移
植
手
術

平
成
12
年

・
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

・
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

・
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始

・
徳
島
自
動
車
道
全
線
開
通

平
成
13
年

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ

ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
開
園

・
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発

テ
ロ
事
件

平
成
14
年

・
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
日
韓
共
催

平
成
15
年

・
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣

・
Ｓ
Ｌ
阿
波
四
国
三
郎

号
運
行
、
徳
島-

阿
波

川
島
間
。
32
年
ぶ
り

平
成
15
年（
２
０
０
３
）

・「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

第
16
回
全
国
健
康
福
祉

祭
徳
島
大
会

・
麻
植
郡
４
町
村
合
併

協
定
調
印
式
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山川町

▲阿波町へ通じる瀬詰大橋が
　昭和 41 年開通しました。

◀昔の岩津橋。２本架かってました。
　赤い橋は昭和 46 年開通。現在の橋は平成５年に開通。

▲平成５年に開通した川田橋。
　この年は岩津橋開通、養護老人

ホーム芳越荘も完成。

▲船窪つつじ公園の全景。平成７年頃。
　町の木はオンツツジ、町の花はツツジ。

◀温泉、宿泊施設も備えたこうつの里。
　平成 12 年頃。惜しまれつつ平成 21 年
　に閉鎖になりました。

昭和 47 年にオープンし平成 12 年▶
にリニューアルしたふいご温泉。
県内外から入浴客が訪れます。

▲平成２年に建てられた山川町庁舎（現山川地域総合センター）。
　旧庁舎建設から 34 年後。

　旧川田町役場。昭和 30 年山瀬
　町、川田町、三山村一部が合併
▼し山川町が誕生しました。

▲川東商店街。にぎわいを見せていた昭和 40 年代。

平
成
16
年（
２
０
０
４
）

・
閉
町
村
記
念
式

・
吉
野
川
市
誕
生

・
吉
野
川
遊
園
地
水
族

館
完
成

平
成
17
年（
２
０
０
５
）

・
美
郷
高
開
地
区
が
第

９
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン

ト
大
賞
部
門
賞
受
賞

・
鳥
取
県
倉
吉
市
と
災
害

時
相
互
応
援
協
定
締
結

平
成
18
年（
２
０
０
６
）

・
吉
野
川
市
民
憲
章
と
市
の

花
、
市
の
木
、
市
の
鳥
制
定

・
市
立
川
島
中
学
校
新

校
舎
完
成

・
吉
野
川
市
川
島
浄
化

セ
ン
タ
ー
完
成

・
第
28
回
日
本
デ
ザ
イ
ン

会
議
'06
in
と
く
し
ま
開
催

平
成
19
年（
２
０
０
７
）

・
吉
野
川
市
合
併
３
周

年
記
念
事
業「
吉
野
川

市
と
阿
波
忌
部
」開
催

・
国
民
文
化
祭「
吉
野
川

文
化
探
訪
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」開
催

・
国
民
文
化
祭「
吉
野

川
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」開
催

平
成
20
年（
２
０
０
８
）

・
美
郷
地
区
梅
酒
特
区

認
定

平
成
21
年（
２
０
０
９
）

・
美
郷
高
開
集
落
が「
に
ほ

ん
の
里
１
０
０
選
」に
認
定

平
成
16
年

・
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

・
新
潟
県
中
越
地
震

・
西
条
大
橋
完
成

・
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ

ン
イ
ー
グ
ル
ス
誕
生

平
成
17
年

・
中
部
国
際
空
港（
セ

ン
ト
レ
ア
）開
港

・
愛
・
地
球
博
が
開
幕

・
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線

事
故

平
成
18
年

・
任
天
堂W

ii

発
売

平
成
19
年

・
新
潟
県
中
越
沖
地
震

・
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
が
発
生
世
界
的
不
況

・
消
え
た
年
金
問
題

平
成
20
年

・
日
本
でiPhone

が
発
売（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
開
始
）

・
第
34
回
主
要
国
首
脳

会
議（
北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
）が
開
催

・
北
京
五
輪
開
幕

平
成
21
年

・
裁
判
員
制
度
始
ま
る

・
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
が

ア
メ
リ
カ
大
統
領
と
な
る

平
成
22
年

・
日
本
年
金
機
構
発
足

・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季

五
輪
開
催

・
吉
野
川
市
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
設
置

・
市
立
山
川
中
学
校
新

校
舎
完
成

・
吉
野
川
市
特
産
品
ブ

ラ
ン
ド
認
証
制
度
創
設

平
成
22
年（
２
０
１
０
）

・
吉
野
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
設
立

平
成
23
年

・
東
日
本
大
震
災

・
テ
レ
ビ
放
送
が
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
と
な
る

・
世
界
人
口
70
億
人
突
破

平
成
24
年

・
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

・
レ
ス
リ
ン
グ
吉
田
沙
保
里

選
手
が
世
界
大
会
13
連
覇
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美郷村

ひとつの時代が終わり、新元号の時代が始まります。
新しい時代の幕開けはもう目の前です。

昭和から平成、さまざまなできごとがありましたが、これからのわたしたちの未来は
どのように様変わりをしているのでしょうか。

▲昭和 33 年種野小学校（４教室）完成。この頃の美郷村人口はおよそ 5,000 人でした。

◀昭和 36 年役場新庁舎が完成。
　美郷村が誕生して６年目。

　昭和 40 年代の葉たばこ。
　他の主要農産物は
▼「梅」、「養蚕」が盛んでした。

▲昭和 44 年美郷中学校完成。村内４中学校が統合。

▲市野々の川田川上空で空を泳ぐこいのぼり。
　平成 11 年５月。

◀村営バスの運行開始は昭和 47 年。
　地元の足に。

▲平成 12 年に美郷ほたる館が完成。
　昭和 45 年に「ホタルおよびその生息地」が
　国の天然記念物に指定。

▲美郷中学校の校舎。平成22年休校となって９年。

▲村名のあたまに「美」が付く 10 カ村が全国から集結。
　記念の植樹も行いました。平成９年。

平
成
23
年（
２
０
１
１
）

・
吉
野
川
遊
園
地
閉
園

（
開
園
か
ら
42
年
）

・
吉
野
川
市
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
ヨ
ッ
ピ
ー
・

ピ
ッ
ピ
ー
」誕
生

平
成
24
年（
２
０
１
２
）

・
新
吉
野
川
市
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
完
成

・
吉
野
川
市
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設

・
国
民
文
化
祭
２
０
１
２
in
よ

し
の
が
わ
・
音
楽
で
心
を
繋
ぐ

ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
開
催

平
成
25
年（
２
０
１
３
）

・
吉
野
川
市
役
所
庁
舎

統
合 

東
館
業
務
開
始

・
上
下
水
道
料
金
徴
収

等
包
括
業
務
委
託
開
始

・
吉
野
川
市
運
転
管
理

セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
26
年（
２
０
１
４
）

・
市
立
川
島
こ
ど
も
園
開
園

・
吉
野
川
市
山
川
地
域
総

合
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始

・
市
制
10
周
年
記
念
事
業
開
催

平
成
27
年（
２
０
１
５
）

・
吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院

・
吉
野
川
市
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
販
売
開
始

平
成
28
年（
２
０
１
６
）

・
岡
原
多
目
的
緑
地
公
園
完
成

・
市
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
開
始

平
成
29
年（
２
０
１
７
）

・
吉
野
川
市
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成

・
簡
易
水
道
事
業
が
上

下
水
道
事
業
に
統
合

平
成
25
年

・
富
士
山
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録

・
２
０
２
０
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が
東

京
に
開
催
さ
れ
る

・
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
初
の
日
本
一

平
成
26
年

・
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
が
開
業

・
消
費
税
８
％

・
御
嶽
山
噴
火

平
成
27
年

・
北
陸
新
幹
線（
長
野

～
金
沢
間
）開
業

・
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
日

本
の
歴
史
的
勝
利

平
成
28
年

・
北
海
道
新
幹
線
が
開
通

・
先
進
国
首
脳
会
議（
Ｇ
７
）

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
国
勢
調
査
で
初
の

国
内
総
人
口
が
減
少

（
１
億
２
７
０
９
万
人
）

平
成
29
年

・
羽
生
善
治
が
史
上
初

の
永
世
７
冠

・
桐
生
祥
秀
が
１
０
０
m
走

で
日
本
初
の
９
秒
台
達
成

平
成
30
年

・
築
地
市
場
83
年
の
歴

史
を
終
え
、
豊
洲
市
場

へ
移
転

・
埼
玉
県
熊
谷
市
で
史

上
最
高
気
温
と
な
る

41
・
１
度
を
記
録

・
２
０
２
５
年
の
万
博
が

大
阪
に
決
定

・
吉
野
川
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
開
設

平
成
30
年（
２
０
１
８
）

・
高
越
こ
ど
も
園
開
園
・

高
越
小
学
校
開
校

・
地
方
創
生
政
策
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
受
賞

・
四
国
財
務
局
と
の
連
携

協
定
締
結
式
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●問い合わせ　市都市計画住宅課　☎22-2225　℻22-2246

３月上旬の建設現場

　アリーナ・交流センター建設工事は、アリーナ
の鉄骨建方が完了し、建物の外郭が見えてきまし
た。今後、アリーナは屋根トラス鉄骨、内部仕上
工事、サブアリーナは鉄骨建方を行います。交流
センターは、外部改修工事が完了し、内部仕上工
事を行います。
　アリーナ東側の第２駐車場の整備工事を３月か
ら行っており、７月ごろに完成する予定です。
　地域の皆さんのご理解、ご協力のおかげもあり、
工事は順調に予定通り進んでいます。今後もより
一層のご協力をお願いします。

吉野川市アリーナ・交流センター（仮称）工事だより

３カ月間の工事予定

工事現場には
入らないでね!

工　　　　　種 ４月 ５月 ６月

アリーナ
屋根トラス鉄骨

内 部 仕 上 工 事

サ ブ
アリーナ

1 階 床

鉄 骨 建 方
交 流
センター 内 部 仕 上 工 事

第１次試験を６月と７月に実施します。
これまで９月に実施していましたが、今年度は６月と７月に分けて実施します。
※７月に民間企業型の試験を、６月にその他の試験を実施します（重複受験可能）。

民間企業型の試験を継続して実施します。
昨年に実施しました民間企業型の第１次試験につい
て、好評であったことから今年度も継続して実施し
ます（７月実施）。

平成 31 年度吉野川市職員採用試験の詳細は
５月上旬に市ホームページなどでお知らせします。

実施時期を前倒しします!!
吉野川市職員採用試験

上級行政について、受験機会が
増えることとなり受験者にとっ
てはチャンスが広がります。

問い合わせ
吉野川市総務部総務課（本館３階）
〒 776-8611  徳島県吉野川市鴨島町鴨島 115 番地１
TEL 0883-22-2231（直通）
https://www.city.yoshinogawa.lg.jp/
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●問い合わせ　市環境企画課　☎22-2230　℻22-2247

【
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
を
！
】

　
「
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
化
粧

品
を
購
入
。
肌
に
合
わ
な
い
が
返

品
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
」
な

ど
、
返
品
に
つ
い
て
の
相
談
が
た
く

さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
商
品
紹
介
が
さ
れ
、

お
得
感
に
気
を
取
ら
れ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
便
利
で
す
が
イ
メ
ー

ジ
と
違
う
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通

信
販
売
は
、
消
費
者
側
の
費
用
負

担
な
し
で
契
約
解
除
で
き
る
「
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
」
の
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
。
事
業
者
が
返
品
不
可
の
規

定
を
設
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ

に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
は
、
情
報
の
表
示
時
間

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
返
品
条
件
な

ど
の
契
約
内
容
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
に
注
意
が
必
要
で
す
。
不
明
な

点
に
つ
い
て
は
電
話
で
確
認
し
、
納

得
し
て
か
ら
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
総

務
課
内
）	

☎
36-

１
８
４
０

℻
22-

２
２
４
４

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

消
費
者
ひ
ろ
ば

「レッツ・クリーン」環境美化の実施団体を募集
～市内一斉「ポイ捨てごみ」清掃活動にご参加ください！～

　実施期間中に清掃活動にご協力いただける自治会、団体、事業所を募集しています。
　道路沿い、公園、河川敷などの「ポイ捨てごみ」をなくし、快適な生活環境を守るため、地域ぐ
るみで一斉に身の回りの環境美化を行いましょう。

４月 28 日（日）～５月 12 日（日）
５月 12 日（日）  午前８時〜 10 時

実 施 期 間

統一実施日

※小雨決行しますが、荒天などで中止する場合は、広報車などでお知らせします。

■申込期間	 ４月 22日（月）～５月７日（火）
■申込方法	 下記の「環境美化実施計画書」に、清掃範囲と集めたごみを出す場所を記した「地

図」を添えて環境企画課（本館２階）もしくは各支所（川島、山川、美郷）へ
申し込みください。
申し込み時に「ボランティアごみ袋」をお渡しします。

■実施方法	 集めたポイ捨てごみは、「ボランティアごみ袋」に分別して入れてください。
公共スペースの「ポイ捨てごみ」が対象です。家庭からのごみ、草、木、側溝
や水路の土砂等は収集できません。

■収集方法	「統一実施日」５月 12日（日）については、当日収集します。午前 10時まで
に届け出場所に「ボランティアごみ袋」を出してください。「統一実施日以外に
実施」した場合、出されたごみ袋は平日の収集となります。

■そ の 他	 処分場へのごみの持ち込みはできませんのでご注意ください。

「レッツ・クリーン」環境美化実施計画書

実施団体/名称

連 絡 者 氏 名 ごみ袋必要枚数 袋

電 話 予 定 人 数 人

実 施 日 時 　　月　　日(　)　  時～　 時 ごみを出す場所

※清掃範囲と、集めたごみを出す場所を記した「地図」を添付してください。

　　　年　　月　　日
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次
の
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、
申
請
す
る

と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　

①
心
身
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
等　
　

【
本
人
運
転
の
場
合
】

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
・

身
体
障
害
者
手
帳
等
・
個
人
番
号
の
分
か
る
書

類　
　
　
　
　

※
車
両
が
変
更
に
な
る
と
再
申
請
が
必
要
。

【
家
族
運
転
の
場
合
】

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
・

身
体
障
害
者
手
帳
等
・
通
院
証
明
等
・
個
人
番

号
の
分
か
る
書
類

※
毎
年
申
請
が
必
要
。

②
心
身
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
等
（
18
歳
未
満
、
療
育
手
帳

等
該
当
の
方
）

必
要
な
も
の　

家
族
運
転
の
場
合
と
同
様
で
す
。

※
①
②
い
ず
れ
の
場
合
も
障
が
い
区
分
・
級
別

の
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
で
１
台
の
み
減

免
。

③
身
体
障
が
い
者
等
の
利
用
の
た
め
に
構
造
が

変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車
等
（
車
い
す
移
動
車
等
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
車
検
証
・
構
造
が
確
認

で
き
る
写
真
等
・
個
人
番
号
の
分
か
る
書
類

※
平
成
31
年
度
の
減
免
申
請
期
限
は
５
月
31
日

㈮
で
す
。
期
限
以
降
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

℻
22-

２
２
４
７

軽
自
動
車
税
の
減
免

市 税 等 納 期 の お 知 ら せ

１．納期限が休日その他政令で定める日のときは、翌日が納期限となります。
２．市税等の第１期の納期に１年分の「各期用納付書」をまとめてお送りします（国民健康保険税は、市

税の賦課情報などを反映させるため、７月上旬から中旬にかけての発送となります）。
　　◎各納期ごとに納付する方は、１年分の各期用納付書を大切に保管の上、金融機関窓口、コンビニエ

ンスストア、会計課（本館１階）および各支所（川島・山川・美郷）で納めてください。
　　（注）平成 28年度から、固定資産税および市・県民税の全期用納付書はなくなりました。年額を一括
に納付する方は、各期用の納付書をご利用ください。

　　◎口座振替を利用して納税する方は、指定の口座から納期の末日に振り替えられます。
　　　なお、全期で登録している方は第１期の振替日に年額を一括して振り替えます。
　※国民健康保険税が国保世帯主の年金から天引き（特別徴収）される部分および市・県民税が給与・年金から天
　　引き（特別徴収）される部分は除きます。

　平成 31 年度吉野川市税等の納期は次のとおりです。納期内の納付をお願いします。

納期 軽自動車税 固定資産税 市・県民税 国民健康保険税

５  月
１日 ～ 31 日 全期

18 日 ～ 31 日 １期
６  月 17 日 ～ 30 日 １期
７  月 １日 ～ 31 日 ２期 １期
８  月 １日 ～ 31 日 ２期
９  月 １日 ～ 30 日 ２期 ３期
10 月 １日 ～ 31 日 ４期
11 月 １日 ～ 30 日 ３期 ５期
12 月 １日 ～ 25 日 ３期
１  月 １日 ～ 31 日 ６期

●問い合わせ
　軽自動車税／固定資産税／市・県民税	

市税務課　　　☎22-2215　℻22-2247
　国民健康保険税　	 市国保年金課　☎22-2213　℻22-2243
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　２月 16 日、セントラルホテル鴨島で平成 30 年度吉
野川市体育協会表彰式が開催され、各種大会で活躍した
小中高生 68 人にそれぞれスポーツ特別優秀者表彰、ス
ポーツ優秀者表彰、優秀児童生徒表彰が授与されました。
　表彰のあと、被表彰者を代表して吉野川高校３年生の
北原僚大さんがお礼の言葉を述べました。

平成 30年度吉野川市体育協会表彰式

△代表してお礼の言葉を述べる北原僚大さん

で  き  ご  とで  き  ご  と

　２月８日、上田暉子さん（山川町若宮）が 100 歳の誕生日を迎えられました。
上田さんは数年前から施設に入所され、入所者や職員との団らんを楽しまれてい
ます。趣味は折り紙や編み物で、施設には折り紙の作品がたくさん飾られていま
した。誕生日当日に行われた祝う会では、用意されたケーキのろうそくを吹き消し、

「ありがとう」と感謝の言葉を述べられました。

100歳の誕生日おめでとうございます

上田暉
てる

子
こ

さん

吉野川市内の 100 歳以上の長寿者は
41 人（女性 39 人  男性２人）になりました。

　
２
月
19
日
、
吉
野
川
市
自
治
会

連
合
会
が
、
講
師
に
合
同
会
社

フ
ォ
ー
テ
ィ
Ｒ
＆
Ｃ
の
水
津
陽
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
役
員
を
対

象
に
市
役
所
で
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
若
者
が
自
治
会
に

加
入
・
参
加
し
や
す
い
よ
う
な
、

緩
や
か
な
ル
ー
ル
づ
く
り
や
効
果

的
な
情
報
発
信
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
　

　
講
演
後
、
善
さ
ん
が
大
栗
健
司

連
合
会
会
長
（
以
下
会
長
）
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

善
さ
ん 　

講
演
会
を
聞
い
て
率

直
な
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

会
長 　

自
治
会
長
が
運
営
の
す

べ
て
を
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、

役
員
一
人
ひ
と
り
が
役
割
分
担
を

し
、
活
動
す
る
こ
と
が
、
活
発
な

運
営
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
加
入
促
進

に
つ
い
て
は
、
一
律
の
方
法
で
は

な
く
、
地
域
性
や
特
徴
を
踏
ま

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
効
果

的
な
方
法
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

善
さ
ん 

　
私
の
自
治
会
は
、
地

域
に
若
者
が
お
ら
ず
、
加
入
し
て

い
る
会
員
は
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者

世
帯
で
す
。
回
覧
板
を
回
す
時

も
、
声
か
け
を
し
、
顔
と
顔
が
み

え
る
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

会
長 　

従
来
の
防
犯
や
環
境
美

化
な
ど
の
活
動
に
加
え
、
そ
の
よ

う
な｢

高
齢
者
の
見
守
り｣ 

や｢

子

育
て
支
援｣ 

な
ど
が
こ
れ
か
ら
の

自
治
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
で
あ

り
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

善
さ
ん 

　
未
加
入
・
不
参
加
へ

の
対
策
の
一
つ
と
し
て
現
役
世
代

を
呼
び
込
む
参
加
型
防
災
イ
ベ
ン

ト
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加

し
や
す
い
よ
う
、
こ
う
し
た
イ
ベ

ン
ト
と
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
併
せ

て
行
う
な
ど
工
夫
も
必
要
で
す

ね
。

会
長 　

現
在
、
複
数
の
自
治
会

で
構
成
し
て
い
る
自
主
防
災
組
織

の
多
く
は
、
各
小
学
校
単
位
で
防

災
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
自

治
会
単
独
で
何
か
イ
ベ
ン
ト
行

い
、
多
く
の
参
加
者
を
募
ろ
う
考

え
る
と
大
変
で
す
が
、
こ
う
し
た

既
存
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
利
用
し
、

よ
り
多
く
の
参
加
者
同
士
が
自
己

紹
介
を
し
た
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
と
る
こ
と
で

地
域
の
つ
な
が
り
も
強
ま
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
近
隣

の
自
治
会
同
士
の
情
報
交
換
の
場

に
も
な
る
と
考
え
ま
す
。

善
さ
ん 

　
そ
の
た
め
に
は
、
私

た
ち
自
治
会
長
も
参
加
し
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
ね
。

会
長 　

参
加
・
加
入
し
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
は
大
切
で
す
。
自

治
会
未
加
入
の
方
の
中
に
は
、
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
と
い
う
方
も

い
ま
す
。
自
治
会
内
で
の
会
員
の

希
望
や
提
案
を
聞
き
、
活
動
の
改

善
や
見
直
し
を
行
い
、
ま
ず
は
加

入
し
て
い
る
会
員
の
満
足
度
を
高

め
る
取
り
組
み
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行

い
、
加
入
し
た
く
な
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
自
治
会
づ
く
り
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

善
さ
ん 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

｢

魅
力
あ
る
自
治
会
づ
く
り

加
入
率
ア
ッ
プ
と
活
動
の

活
性
化｣ 

講
演
会
を
開
催

善
さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

△「魅力ある自治会づくり」のため熱心に
　講演を聞く参加者
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　この事業は、40 歳未満の方が本市におい
て住宅を取得する際に、その費用の一部を
助成する制度で、本年度をもって終了します。
　なお、年度内でも予定の給付件数（金額）
に達した場合は事業を終了しますので、取
得予定がある方はご注意ください。
【注意：事業終了後は申請できません】

情 報 ひ ろ ば

「来て観て住んで事業」
平成 31年度で終了します 

　９月中旬に金婚（50 周年）・ダイヤモン
ド婚（60 周年）記念式典を実施します。吉
野川市民で該当する方は申し込みください。
該当基準　☆金婚該当者　昭和 44 年９月
１日までに入籍されたご夫婦　☆ダイヤモ
ンド婚該当者　昭和 34 年９月１日までに
入籍されたご夫婦
※本籍地が本市以外の方は、戸籍謄本を提
出してください。
※式典当日に市民でない方、既に表彰を受
けられた方は該当しません。また、これ
までに該当した方で、表彰を受けられて
いない方は申し込みください。

申込締め切り　７月31日㈬　※締め切り日
以降の申し込み、９月２日以降に該当となる
方は、次回以降の記念式典でお祝いします。
申込方法　印鑑を持参の上、次の場所で申
し込みください。○社会福祉課（本館２階）、
各支所（川島・山川・美郷）

　「本人通知制度」とは、住民票の写しや
戸籍謄本などを、本人の代理人や第三者に
交付した場合、事前に登録している方に交
付の事実を郵送でお知らせする制度です。
　この制度は、住民票の写し等の不正請求
の抑止および不正取得による個人の権利侵
害の防止を目的としています。制度を利用
するためには事前登録が必要です。
※代理人や第三者への住民票の写し等の交
付を拒否したり、交付の可否を問い合わ
せる制度ではありません。また、通知内
容に請求者の氏名や住所などの個人情報
は記載されません。

登録できる方　
　本市に住民登録（消除された住民票を含む）
または本籍（除かれた戸籍を含む）がある方。
　登録方法および登録に必要なものなど、
詳しくはお問い合わせください。

「本人通知制度」運用開始（４月１日から）

金婚・ダイヤモンド婚記念式典に
申し込みください

市市民課　☎ 22-2210　℻ 22-2245

市企画財政課　☎ 22-2221　℻ 22-2244
問い合わせ

市社会福祉課地域福祉係
☎ 22-2261　℻ 22-2260

　欠員となっていた鴨島地区の民生委員・
児童委員が次のとおり決まりました。
●民生委員・児童委員
委員氏名　村山　定枝さん
担当地区　光の里・宮本・宮本北
　民生委員・児童委員は、民生委員法によ
り厚生労働大臣から委嘱された地域福祉を
担うボランティアで、「誰に相談すればいい
のかわからない」「子育てに不安がある」な
どの悩みごと、生活の悩みや福祉サービス
の利用など、同じ地域の一員として相談に
応じ、関係機関へのパイプ役になるなどの
活動を行っています。気軽にご相談ください。

民生委員・児童委員決定

問い合わせ

問い合わせ
市社会福祉課地域福祉係
☎ 22-2261　℻ 22-2260

問い合わせ

事業内容の詳細については、
「チャチャナビ」でご確認く
ださい。

ご
み
収
集
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

焼
却
施
設
休
止
の
た
め
、５
月
３
日
㈮
㈷
、次
の
地
区
の「
も
や
せ
る
ご
み
」の
収
集
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

対
象
地
区　

鴨
島
Ｂ
・
川
島
・
山
川
・
美
郷
地
区	

●
問
い
合
わ
せ　

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー　

☎
25-

２
１
１
１
・
℻
25-

２
１
１
２

18



就学援助費支給制度

各小・中学校または市学校教育課
☎ 22-2273　℻ 22-2270

問い合わせ

　平成 32 年吉野川市成人式を中心となっ
て企画・運営する実行委員を募集します。
募集人数　10 人程度
募集期間　５月 17 日㈮まで
対 象 者　平成 11 年４月２日生まれ～平
成 12 年４月１日生まれの方で、成人式実
行委員会（お盆・年末など、２～３回程度
開催予定）に出席できる方

成人式実行委員会の委員募集

市生涯学習課
☎ 22-2271　℻ 22-2270

問い合わせ

リ
ー
ド
で
会
場
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
る
地

域
の
方
々
の
温
か
さ
を
感
じ
る
一
日
で

し
た
。 

 

○
八
坂
児
童
館
ミ
ニ
運
動
会
参
加 

　

晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の
も
と
、
八
坂
児

童
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
児
童
館
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
山

川
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
員
た
ち
と

巨
大
オ
セ
ロ
や
玉
入
れ
な
ど
の
競
技
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
体
験
学
習
や
地
域
の
行
事
に

参
加
し
、
地
域
の
方
々
や
仲
間
と
の
絆

を
深
め
、
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

学
ん
で
い
き
ま
す
。
学
習
会
活
動
へ
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

℻
22-

２
２
４
７

　

山
川
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と

し
た
人
権
学
習
会
を
実
施
し
仲
間
づ
く

り
を
進
め
、
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

 

○
日
々
の
活
動 

　

湯
立
会
館
の
２
階
で
毎
週
月
曜
日
と

水
曜
日
の
放
課
後
、
教
科
の
学
習
や
人

権
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
全
員
が
気
持

ち
よ
く
学
習
で
き
る
よ
う
に
学
習
規
律

の
話
し
合
い
や
清
掃
も
し
ま
す
。

 

○
湯
立
会
館
祭
へ
の
参
加 

　

７
月
に
実
施
し
た
夏
季
吉
野
川
市
人

権
学
習
会
合
同
交
流
会
の
活
動
内
容
や

感
想
を
一
人
一
人
発
表
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
あ
ふ
れ
る
発
表
に
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、昼
食
時
に
開
い
た
「
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
」
と
「
バ
ザ
ー
」
の
出

店
は
大
盛
況
で
し
た
。
数
日
前
か
ら
商

品
の
陳
列
や
飾
り
付
け
に
色
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
作
業
し
て
き
た
子

ど
も
た
ち
は
、
協
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
館
祭
午
前
中
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は

「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」
を

全
員
で
踊
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

人
権
と
ぴ
っ
く
す

山
川
町
人
権
学
習
会

湯立会館祭の様子

　経済的な理由で、子どもに義務教育を受
けさせることが困難な世帯に、学校教育に
必要な費用の援助を行っています。
　小・中学校に通う子どもの保護者が、生
活保護法に規定する要保護者（生活保護者）
に準ずる程度に困窮している世帯が対象で
す。
　援助を希望する方は、通学する学校へ相
談してください。
　なお、認定については、世帯の所得状況
などにより、就学援助認定委員会で決定さ
れます。

前回の成人式実行委員の皆さん
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　不動産の価格、有効利用などにつ
いてご相談ください。※事前予約不要。
と　き　４月 23 日㈫
　　　　午前 10 時～午後４時　
ところ　吉野川市役所本館１階相談室
相談員　協会所属不動産鑑定士

●問い合わせ・予約先
公益社団法人徳島県不動産鑑定士協会
☎088（623）7244
℻088（623）7250

不動産鑑定士による不動産無料相談会
生活トピックス生活トピックス

対象者　職業相談希望の方
内　容　県内求人情報の提供と職業

相談、職業についての知識や就職
の心構えについて指導

※雇用保険の受け付けは行いません。
【川島】
と　き　５月８日㈬
　　　午後１時 30 分～２時 30 分
ところ　こだま会館

【山川】
と　き　６月３日㈪　
　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
ところ　八坂会館

●問い合わせ
ハローワーク吉野川
☎24-2166　℻22-0410

巡回職業相談

　四国財務局には、借金を抱えて悩
んでいる方のための「多重債務相談
窓口」があります。一人で悩まず、
ご相談ください。相談は無料です。
電話をいただいた後、窓口から折り
返し連絡し、必要に応じて、弁護士・
司法書士などの法律専門家への引継
ぎを行います。
受付時間　月曜日から金曜日（祝日

および年末年始を除く）の午前９
時～、正午、午後１時～５時

●問い合わせ・相談先
四国財務局　多重債務相談窓口
☎087（811）7801
℻087（823）2025

多重債務でお悩みの方
　働く方々が、それぞれの事情に応
じた多様な働き方を選択できる社会
を実現する働き方改革を総合的に推
進するため、2019 年４月１日か
ら「働き方改革関連法」が順次施行
されます。
　主な変更点は以下のとおりです。
●時間外労働の上限規制
●年次有給休暇の確実な取得
●正規雇用労働者と非正規雇用労働
者の間の不合理な待遇差が禁止
詳しくはお問い合わせください。

●問い合わせ
［上限規制、年休に関すること］
徳島労働局労働基準部監督課
☎088（652）9163
℻088（622）3570
［待遇差に関すること］
徳島労働局雇用環境・均等室
☎088（652）2718
℻088（652）2751

「働き方」が変わります

　除草作業、清掃作業を行います。
 江川湧水源周辺 
集合場所　江川湧水源「いやしの舎」

（吉野川医療センター西側）
作業日時　５月１日㈬㈷

午前６時 30 分～７時 30 分
 多津美橋～江川・鴨島公園 
集合場所　多津美橋あずまや
　　　　　（鴨島第一中学校西側）
作業日時　５月１日㈬㈷
　　　　　午前７時～８時

●問い合わせ
ＮＰＯ法人江川エコフレンド
☎090（2892）6463（瀬尾）
℻24-5113

清掃ボランティアのご案内

　土地の境界線や分筆登記、地目を
変更、建物の新築、増築、取り壊し
た場合などについてご相談ください。
※その他の事項でもご相談くださ
い。事前予約をすると、待ち時間も
なく相談できます。
と　き　４月 24 日㈬
　　　　午前 10 時～正午
ところ　吉野川市役所本館１階相談室

●問い合わせ・予約先
公益社団法人徳島県公共嘱託登記
土地家屋調査士協会
☎088（623）7275
℻088（623）7276

土地家屋調査士による無料相談会

　10 月１日に予定されている消費
税率引き上げの際には、軽減税率
制度が実施され、税率８％と 10％、
双方の商品を取り扱う事業者はさ
まざまな対応が必要になります。こ
うした事業者を支援するため、国に
おいて軽減税率に対応するための
レジや受発注システム、請求書の
発行を行うシステムの改修・導入
に対する補助金が用意されています。
早めの対応をよろしくお願いします。
詳しくは、軽減税率対策補助金事務
局（http://kzt-hojo.jp/）でご確認
ください。

●問い合わせ
独立行政法人中小企業基盤整備機構
☎0120（398）111

軽減税率対策補助金が
用意されています

 事業主（使用者）の皆さんへ 
　労働基準法が改正され、平成 31
年４月から、使用者は、10 日以上の
年次有給休暇が付与される全ての労
働者に対し、年５日間の年次有給休
暇を確実に取得させることが必要と
なります。年次有給休暇の計画的付
与制度の導入を検討しましょう。
　なお、「年次有給休暇の計画的付与
制度」（以下「計画的付与制度」とい
う。）とは、年次有給休暇の付与日数
のうち、５日を除いた残りの日数につ
いて、労使協定を結べば、計画的に
休暇取得日を割り振ることができる
制度です。
　年次有給休暇について、労働者が
取得した日数分や、計画的付与をし
た日数分は時季指定の必要がなくな
ります。

●問い合わせ・相談先
徳島労働局労働基準部監督課
☎088（652）9163
℻088（622）3570
徳島労働局雇用環境・均等室
☎088（652）2718
℻088（652）2751

労使一体となって計画的に
年次有給休暇を取得しよう

とき　４月 14 日㈰　午後４時
対戦相手　愛媛ＦＣ
とき　５月５日㈰㈷　午後２時
対戦相手　栃木ＳＣ
会場　鳴門・大塚スポー

ツ パ ー ク ポ カ リ ス
エットスタジアム

●問い合わせ
徳島ヴォルティス株式会社
☎088（672）7339
℻088（672）7262
ホームページアドレス
http://www.vortis.jp/

徳島ヴォルティス
ホームゲームスケジュール

吉野川市ホームページ　https://www.city.yoshinogawa.lg.jp/ 20



〈人　　　権　　　相　　　談〉
 4 月18日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

 4 月18日㈭ 13:30～16:00 山川公民館研修室３

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 4 月18日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室

 5 月 7 日㈫ 13:00～15:30 川島公民館会議室

 5 月 9 日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室

 5 月13日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１

〈司法書士会による無料法律相談〉
 4 月19日㈮ 10:00～12:00 市役所本館３階131会議室

 5 月17日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

※
累
計
は
平
成
31
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

1
月 2件

累
計 2件

救急出動

1
月 198件

累
計 198件

生活トピックス生活トピックス

　麻薬の原料となる一部の「けし」
は、あへん法により、栽培が禁止さ
れています。
　しかし、「植えてはいけないけし」
が一般家庭の庭や畑、野原に４月か
ら６月に自生していることがあります。
　自生しているけしについては、各
地方厚生（支）局麻薬取締部（支所）
や都道府県において、毎年その発見、
除去を実施しているものの、その根
絶には至っていません。発見した場
合、吉野川保健所にご連絡ください。

【植えてはいけないけしの特徴】
１．茎に毛が生えていない
２．葉が茎を包み込んでいる
３．葉のふちの切れ込みが浅い

【植えてもよいけしの特徴】
１．茎に粗毛が生えている
２．葉のふちの切れ込みが深い
３．葉が茎の下部からでている

 薬物乱用を防止すにるは 
　麻薬・覚せい剤などの薬物乱用
は、単に乱用者自身の問題にとどま
らず、家庭の崩壊、殺人、放火など
の重大な事件の原因になることもあ
り、社会全体への問題へと拡大する
恐ろしいものです。
　自分自身を大切にして、誘われて
も「ダメ。ゼッタイ。」と断る勇気
を持ちましょう。

●問い合わせ
吉野川保健所　生活衛生担当
☎36-9017　℻22-1760

植えてはいけない
けしを見かけたら  住宅用火災警報器の維持管理について 

　住宅用火災警報器は、電子部品の
寿命や電池切れなどで、火災を感知
しなくなることがあるため、とても
危険です。10 年を目安に交換しま
しょう。

 点検（作動確認）のしかた 
　住宅用火災警報器の「ボタンを押
す」または「ひもを引く」と、テス
ト音が鳴ります。音が鳴らないとき
は次のことを確認しましょう。
①電池がきちんと

セットされてい
ますか？

②電池切れではあ
りませんか？

●問い合わせ
徳島中央広域連合消防本部予防係
☎26-1191　FAX24-9918
東消防署予防係	 ☎26-1196
中消防署予防係
	 ☎088（695）2149
西消防署予防係	 ☎42-2029

消防署からのお知らせ

 吉野川高校すぐ北側の江川沿い 
４月中旬　水仙の花
５月中旬　花菖蒲の花
６月中旬～７月上旬　ユリの花

　美しい花々が咲き、心を癒やして
くれます。どうぞご鑑賞ください。

●問い合わせ
江川奉仕橋かもクラブ
☎090（8691）3701（春名）
☎090（9553）9760（岡田）

ご存じですか？いやしの花園

 自転車マナーアップ強化月間 
 県民運動の実施 
期間　４月１日㈪～５月 31 日㈮
　県民総ぐるみで悲惨な自転車事故
をなくすために、次のことを実践し、
マナーアップに努めましょう。
●自転車の安全利用の実践
●自転車交通安全教育の推進
●安全な自転車利用環境の整備
●安全性の高い自転車の普及
●自転車事故に備えた措置

 春の連休期間中における 
 山岳遭難の防止について 
　春山シーズンの到来となりました
が、春の自然は想像以上に恐ろしい
ものです。軽装での登山は危険です。
安全に登山を楽しむために、次のこ
とを頭に入れておいてください。
●事前の準備を十分に

　体の準備、登る山の情報収集、忘
れ物の確認、無理のない登山計画。

●登山計画は家族にも渡しておく
●万一、遭難した時は落ち着いて

　携帯電話機は待ち受け専用に
し、電池の消耗を防止する、救助
のヘリコプターが発見しやすいよ
う、見晴らしの良い場所に出る。

最後に…登山はあくまで自己責任で
す。安全に下山できるように、自分で
登山計画の管理を徹底し
ましょう。

●問い合わせ
阿波吉野川警察署
☎25-6110　℻25-6133
鴨島町交番　☎24-2331

阿波吉野川警察署だより

春らんまんコンサート
と　き	 ４月 14 日㈰　午後１時～
ところ	 ＪＲ鴨島駅前老人ホーム
	 あけわ敷地内（雨天決行）
出演者	 佐那人（ポップス）、ごくろ

うチンドン隊、その他多数。
※後半、フリーライブを実施します。

第 215回まちかどコンサート
と　き	 ５月 19 日㈰
ところ	 ＪＲ鴨島駅前老人ホーム
	 あけわ敷地内（雨天決行）

●連絡先
まちかどコンサート実行委員会
☎24-2400　℻24-3725（鎌田）

第 214回まちかどコンサート

植えてはいけないけしの花

広報よしのがわに関する問い合わせは市秘書広報課まで
☎22-2203　FAX22-224421



　

実
際
に
、
千
葉
大
学
医
学
部
附

属
病
院
や
大
阪
警
察
病
院
で
は
、

胃
が
ん
や
食
道
が
ん
、
大
腸
が
ん

な
ど
の
手
術
の
場
合
、
口
腔
ケ
ア

実
施
群
と
未
実
施
群
を
比
較
す

る
と
、
入
院
日
数
は
実
施
群
が
明

ら
か
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
と
い
う

デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
抗
が
ん
剤
な
ど
の
化
学

療
法
や
放
射
線
療
法
が
行
わ
れ

る
と
、
様
々
な
口
腔
内
の
副
作
用

が
起
こ
り
ま
す
。
口
内
炎
や
歯
の

感
染
症
、
味
覚
の
異
常
、
口
腔
乾

燥
な
ど
の
副
作
用
が
ひ
ど
く
な
る

と
、
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
化
学
療
法
や
放
射
線
療

法
を
途
中
で
止
め
た
り
、
お
休
み

を
し
た
り
す
る
と
、
治
療
の
効
果

が
弱
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

た
め
治
療
が
最
後
ま
で
予
定
通

り
に
順
調
に
進
む
よ
う
に
、
口
腔

ケ
ア
に
よ
っ
て
で
き
る
だ
け
副
作

用
を
抑
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

口
腔
ケ
ア
も
が
ん
の
治
療
に
お

い
て
重
要
で
す
の
で
、
歯
科
医
院

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　

お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

質
問 　

60
代
男
性
で
す
。
胃
が

ん
が
見
つ
か
り
手
術
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
主
治
医
よ

り
事
前
に
口
腔
ケ
ア
を
受
け
る

よ
う
に
紹
介
状
を
渡
さ
れ
ま
し

た
が
、
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

 

回
答 　
が
ん
の
手
術
を
受
け
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
ご

心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
お
察

し
し
ま
す
が
、
口
腔
ケ
ア
も
が
ん

の
治
療
の
一
環
だ
と
お
考
え
く
だ

さ
い
。

　

が
ん
に
限
ら
ず
、
全
身
麻
酔

で
手
術
を
す
る
場
合
は
、
人
工
呼

吸
器
の
チ
ュ
ー
ブ
を
口
か
ら
喉
を

通
し
て
気
管
の
中
に
挿
入
し
ま

す
が
、
チ
ュ
ー
ブ
を
介
し
て
肺
に

入
り
込
ん
だ
口
の
中
の
細
菌
に
よ

り
、
術
後
に
肺
炎
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
チ
ュ
ー
ブ
を

気
管
に
入
れ
る
時
に
、
歯
を
痛
め

て
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
、
手
術
後
の
食
事
開
始
の
妨
げ

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
術

を
受
け
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
口
腔

ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
術
後
の
肺
炎

を
予
防
し
、
歯
を
守
り
、
手
術
後

の
食
事
開
始
を
助
け
、
回
復
を
早

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
36
回

手
術
前
の
口こ
う
く
う腔

ケ
ア

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　FAX 22-2244　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp

お
し
え
て
!!
歯
医
者
さ
ん

生活トピックス生活トピックス
★江川わくわくホール・イベント案内
●ピアノ発表会
～スタインウェイのグランドピアノを弾いてみませんか～
と　き　５月 11 日㈯　午前 10 時～	 入場料　無料
●皇太子妃雅子さまの写真展開催中
ところ　１階ロビー ４月 20 日㈯まで	 入場料　無料
★講座案内（参加費無料）
●そこがもっと知りたい
～地震についての身の回りの被害想定や日頃からの備え・点検～
とき　４月 22 日㈪　午後１時 30 分～２時 45 分
●元気づくり体操　～介護予防体操～
とき　４月 25 日㈭　午後１時 30 分～３時
●子ども映画会　～ころわんのおはなし～
とき　４月 27 日㈯　午前 10 時 30 分～
●やさしい経済
～分散投資とこれからの日本の株価の見通し～
とき　５月 10 日㈮　午後１時 30 分～２時 45 分
●介護の日・無料健康診断  ※事前申し込みが必要
とき　５月 15 日㈬　午後０時 30 分～、１時～、
　　　１時 30 分～、２時～
●知って役立つ講座
～知っていますか？薬の正しい飲み方・使い方～
とき　５月 15 日㈬　午後１時 30 分～２時 45 分
●健康セミナー　～しびれ、めまい、頭痛について～
とき　５月 16 日㈭　午後３時～４時
●ＦＰから学ぶ「くらしとお金」
～大切な家族が認知症‥「その時知っておきたいお金の話」～
とき　５月 18 日㈯　午前 10 時～ 11 時 30 分
★募集
●大人のネイル & メイク教室生を募集中
とき　５月 20 日㈪　午後１時 30 分～３時

●問い合わせ
鴨島公民館　☎24-5111　℻24-5113

鴨島公民館だより
★平成 31 年度個人会員・団体会員・賛助会員の新規

加入募集について
　個人会員 1,000 円、団体会員 3,000 ～ 8,000 円、
賛助会員一口 10,000 円
当協会活動に興味のある方は事務局までお問い合わせ
ください。
※平成 31 年度ロビー展申込受付中（無料）

★一日体験講座
「Enjoy life with flowers」
と　き　５月 19 日㈰
　　　　Ａ 午後１時～・Ｂ 午後１時 30 分～
ところ　研修室４
講　師　近藤佐起江さん（花で生活を楽しむ講座講師）
参加費　Ａ エアープランツ 2,200 円
　　　　Ｂ ドライ＆プリザーブドフラワー 2,500 円
　　　　ＡとＢセット 4,500 円
申込締切　５月 11 日㈯
持ち物　はさみ・新聞紙・ピンセット（お持ちの方）

★ロビー展　
「善入寺の風景」	 ４月 16 日㈫～５月６日㈪（振替）
「市場町昭和の町並み」	５月７日㈫～ 17 日㈮
「岡田典子童画展」	 ５月 18 日㈯～ 26 日㈰

●問い合わせ
文化研修センター　☎22-0015　℻22-0016

文化研修センター通信

Ａ エアープランツ Ｂ ドライ＆プリザーブドフラワー

「児童虐待かも？」と思ったら、迷わず児童相談所全国共通ダイヤル『189』へ連絡を！ 22



がん検診受診券が変わります!!

23
ペ
ー
ジ
『
腹
部
エ
コ
ー
検
査
』
の
個
人
負
担
金
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
、「
５
４
０
０
円
（
消
費
税
改
訂
後
５
５
０
０
円
）」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

広
報
よ
し
の
が
わ
３
月
号
の
訂
正

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金　集団(バリウム) 900円 　個別(カメラ)　4,100円

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金　　個別　500円

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金　　個別　500円　　集団　500円

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金　　0円

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金　　集団　5,400円　　（消費税改定後）5,500円

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金　 集団　1,000円

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金　　個別　0円　　集団　０円

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金

　
　
　氏　　 名
　
　生年月日
　住　　　所
  個人負担金

〒776-0001
鴨島町鴨島○○番地１

氏 名

バーコード

区内特別

平成31年度

がん検診等受診券

実施期間： 月 日～翌年 月 日

お問い合わせ

〒776-8611 吉野川市鴨島町鴨島115番地1

吉野川市 健康推進課

TEL 0883-22-2268 FAX 0883-22-2245

重 要 親 展

H31年度 胃がん検診 受診券 （ 個 人 番 号 ）

H31年度 大腸がん検診 受診券 （ 個 人 番 号 ）

H31年度 （ 個 人 番 号 ）

H31年度 肺がん検診 受診券 （ 個 人 番 号 ）

H31年度 （ 個 人 番 号 ）

がん検診を受けましょう!!

H31年度 肝炎ウイルス検査 受診券（ 個 人 番 号 ）H31年度 （ 個 人 番 号 ）

H31年度 健康診査 受診券 （ 個 人 番 号 ）

H31年度 （ 個 人 番 号 ）

H31年度 歯周疾患検診 受診券 （ 個 人 番 号 ）

H31年度 腹部エコー検診 受診券 （ 個 人 番 号 ）

H31年度 （ 個 人 番 号 ）

********************
ご本人様の申し出により、受診券をお出ししてお

りません。受診希望の方はこの受診券を肺がん

検診時にご持参いただくと受診可能です。次年

度から通知が必要な場合もお申し出ください。の

*******印のがん検診は今年度対象外です（肺がん検診以

※

受
診
時
に
、
必
ず
受
診
券
を
検
診
会
場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

受
診
時
に
、
必
ず
受
診
券
を
検
診
会
場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

H31年度 ピロリ菌抗体検査 受診券（ 個 人 番 号 ）

*******印のがん検診は今年度対象外です（肺がん検診以外）。

●問い合わせ・申し込み　市健康推進課　☎22-2268　℻22-2245

●問い合わせ・申し込み　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22-2265　℻22-2260

ひとりで
悩まない

で

　ひとり
で抱えこ

まないで

　本人や介護家族が集まって自由に話をしながら、情報交換や介護の相談、
認知症に関する勉強などを行う場として開催しています。
　本人、介護をしている家族の方、介護の経験がある方、ボランティアの方、
認知症について理解を深めたい方など、気軽にご参加ください。

　『がん検診等の受診券』の様式が以下のとおり変更となり
ます。対象の方には、５月に個人通知します。

《通知対象者》　20 ～ 74 歳の女性、40 ～ 74 歳の男性
　　　　　　　（平成 31 年度に該当年齢に達する方）

※集団検診の年間日程は、広報よしのがわ３月号または『平成 31 年度がん検診等のお知らせ』をご覧ください。

　検診を希望する 75 歳以上の方および
20 歳～ 39 歳の男性は、健康推進課（本
館１階）までご連絡ください。受診券を発
行します。

平成 31 年度 がん検診等受診券

※イメージ図（実際のものとは異なります）

受診券 (見開き )

平成 31 年度 がん検診等のお知らせ
（別冊パンフレット）

5 月に各家庭に配布します。

◆日程・場所

鴨 

島 

会 

場

日　　程 時　　間 場　　所
第１回 ４月 15 日（月）１）つどい

　　午後１時 30 分～３時 30 分
・認知症、認知症予防に関する講話
・情報交換、交流など
２）個別相談
　　午後３時 30 分より

吉野川市役所
東館２階 事務協議室 21

※６月 28 日（金）は、東館２階 221
会議室で開催いたします。 　　

第２回 ※６月 28 日（金）
第３回 ８月 26 日（月）
第４回 10 月 25 日（金）
第５回 12 月 ９ 日（月）
第６回 平成 32 年２月 28 日（金）

山 

川 

会 

場

日　　程 時　　間 場　　所

第１回 ５月 20 日（月）
１）つどい
　　午後１時 30 分～３時 30 分

・認知症、認知症予防に関する講話
・情報交換、交流など
２）個別相談
　　午後３時 30 分より

地域交流スペース
やまかわコンチェルト

吉野川市山川町前川 150 番地１
電話 0883-36-1666第２回 11 月 18 日（月）

◆申し込み　それぞれの日程の１週間前までに申し込みください。

吉野川市オレンジのつどい
（認知症の人と家族のつどい )

平成31年度

　

吉野川市

明日も笑顔　 がん検診!!

 ●検診の流れ・受診券・申し込み方法（裏表紙）

 ●検(健)診・検査内容           　        　　　　…１・２ページ

 ●実施期間・集団検診日程　　　　　　　　　…３ページ

 ●検診日程カレンダー　　　　　　　　　　　…４ページ

 ●個別検診(健診)委託医科・歯科医療機関一覧 …５・６ページ

案

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911 ℻088（652）2327　9:00～16:00（土・日・祝日・年末年始除く）23



●問い合わせ　市国保年金課　☎22-2213　℻22-2243

特 定 健 康 診 査 対 象 者

生 年 月 日 昭和 19 年 10 月１日～
昭和 20 年３月 31 日生まれの方

昭和 20 年４月１日～
昭和 55 年３月 31 日生まれの方

健 診 方 法
（１）集団健診
（２）医療機関健診

（１）集団健診
（２）医療機関健診
（３）日帰りドック健診

特 定 健 康 診 査
受診券の有効期限 ９月 30 日（月） 12 月 28 日（土）

特 定 健 康 診 査
受 診 券

◦受診券は、７月上旬までに個別郵送します。
◦「平成 31 年度特定健康診査実施機関一覧表」は、受診券に同封します。

医療機関健診

《受診期間》　７月１日（月） 〜 有効期限まで
受 診 者 負 担 額 1,000 円

吉野川市国民健康保険に加入されている方へ
平成 31年度特定健康診査（医療機関健診・日帰りドック健診）のお知らせ

日帰りドック健診 … 事前に申し込みが必要です。先着順ではありません。

《申込期限》　５月９日（木） 
《受付時間》　午前８時 30 分～午後５時 15 分（土・日・祝日を除く）
《申し込み方法》　申し込み用紙に必要事項を記入の上、①～④いずれかの方法で提出してください。
　　①窓　口 ： 国保年金課（本館１階）または各支所（川島・山川・美郷）
　　②郵　送 ： 〒776-8611　吉野川市鴨島町鴨島115番地１　吉野川市国保年金課　保健事業係
　　③ＦＡＸ ： 0883-22-2243（受信確認後、連絡します）
　　④電子メール：kokuhonenkin@yoshinogawa.i-tokushima.jp （受信確認後、連絡します）
★申し込み用紙は、国保年金課または各支所にあります。市ホームページからもダウンロードできます。

【注意事項】
・各健診日程において申し込み者多数の場合は、第三者立会いのもと抽選します。希望に添えない場合がありますの
　で、ご了承ください。
・申込者全員に「決定通知」を送付します。募集人数を超え、希望に添えなかった場合も通知します。
   決定後、日程変更やキャンセルをする場合は、必ず実施機関と国保年金課に連絡してください。
・実施機関によって検査項目が異なりますので、保険証送付時に同封しています「日帰りドック検査項目」（ピンク色）
　にて確認の上、申し込みください。
・定員に満たない場合は、５月 31 日（金）まで受け付けを継続しますが、定員になり次第締め切りします。
・ドック検査項目のうち、一部未受検による検査費用の調整は行いませんのでご了承ください。
※健診日程 11　農村健康管理センター（８月 19 日（月））につきましては、婦人検診（子宮・乳）がないため、希
　望者は別日での受診となります。

実施機関
とくしま未来健康づくり機構 徳島検診クリニック 徳島県農村健康管理センター
徳島市蔵本町１丁目 10-3 徳島市南田宮４丁目 8-56 阿波市阿波町平川原北 59-1

☎088-633-2266 ☎088-632-9111 ☎0883-36-6611

健診日程

１ 希望月 ７月 ４ 希望月 ７月 ７ ７月 ２ 日（火） 11 　８月19日（月）※

２ 希望月 ８月 ５ 希望月 ８月 ８ ７月23日（火） 12 ８月27日（火）

３ 希望月 ９月 ６ 希望月 ９月 ９ ８月 ６ 日（火） 13 ９月24日（火）
★上欄、１〜６の希望月については、実施機関から日程調整の電話連
絡があります。 10 ８月13日（火） 14 ９月25日（水）

受 診 者
負 担 額

胃バリウム 16,000 円 胃バリウム 16,000 円 胃バリウム
16,000 円

胃カメラ 20,000 円 胃カメラ 胃カメラ
募集人数 470 人
集団健診については、広報よしのがわ 5 月号に詳細を掲載予定です。

不法投棄は大変な犯罪です! もし不法投棄を見かけたら、ご連絡ください。
阿波吉野川警察署 ☎25-6110　市環境企画課 ☎22-2230 ℻22-2247 24



リハビリ教室
月 日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

5
　
月

8 水 13：30～15：30 中枝老人憩の家 美郷 ●血圧測定
●体力測定（握力・２ステップ）
●理学療法士による
　個別運動指導
●集団体操

14 火 　9：00～11：00 川島老人福祉センター 川島

20 月 13：00～15：00 牛島集会所 鴨島

27 月 13：00～15：00 敷地老人憩の家 鴨島

介護予防教室
月 日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

5
　
　
　
　
　
月

7 火
　9：00～10：30 東新町ふれあい会館 鴨島

健
　
　
康
　
　
相
　
　
談

介護予防体操

13：00～14：30 山路東原集会所 鴨島 口腔（こうくう）ケア

8 水 　9：00～10：30 川島公民館久保田分館 川島 介護予防体操

9 木
　9：00～10：30 川島公民館城山分館 川島 楽しい脳体操

13：00～14：30 鍛冶屋敷公会堂 川島 楽しい脳体操

10 金
　9：00～10：30 三ツ島西公会堂 川島 介護予防体操

13：30～15：00 山瀬公民館 山川 介護予防体操

13 月 13：00～14：30
飯尾敷地公民館・
飯尾敷地コミュニティセンター

鴨島 介護予防体操

15 水 　9：10～10：30 東山老人憩の家 美郷 口腔ケア

16 木 　9：30～11：30 西麻植市郷会館 鴨島 楽しい脳体操

20 月 　9：00～10：30 南町集会所 山川 栄養のお話

21 火
　9：00～10：30 川島公民館上桜分館 川島 口腔ケア

13：00～14：30 山川公民館 山川 介護予防体操

23 木 　9：00～10：30 牛島公民館 鴨島 介護予防体操

24 金 　9：00～10：30 森山公民館 鴨島 介護予防体操

27 月
　9：00～10：30 鴨島老人福祉センター 鴨島 介護予防体操

13：00～14：30 知恵島老人憩の家 鴨島 栄養のお話

28 火 　9：00～10：30 川島公民館山田分館 川島 介護予防体操

30 木 　9：00～10：30 忌部農業構造改善センター 山川 栄養のお話

※健康手帳を持参してください。　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方は持参してください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から 30 分間です。

●問い合わせ　市地域包括支援センター（介護保険課内）　☎22-2265　℻22-2260

生活機能低下を防ごう
みんなで「生活不活発病」の予防を！25



ひじきごはん
ひじきは、食物繊維やミネラルの豊富な食品です。
炊き込みにすることが多いと思いますが、混ぜごはんにすると、手軽に作ることができます。

❶ 鶏肉は小さめに切る。こんにゃくは短冊切り
にして下ゆでをしておく。にんじんは短冊切り、
ごぼうはささがきにして水にさらす。ひじきは、
ぬるま湯でもどす。 油揚げは半分に切ってせん
切り、枝豆は塩ゆでにしてさやから出す。 

❷ 鍋にサラダ油を熱し、鶏肉、にんじん、ごぼう、
こんにゃく、油揚げ、ひじきの順に炒めてだし
汁と調味料を加え、弱めの中火で汁気がほと
んどなくなるまで煮る。 

❸ 炊きあがったごはんに❷とゆでておいた枝豆
を混ぜる。 

●具の味つけは、少し濃いと感じるくら
いにしておくとごはんと混ぜたときに
ちょうどよくなります。

●学校給食センターでは、
　徳島県産のひじきを使用
　しています。

わくわくレシピ

一口
メモ

【材料（１人分）】
ごはん お茶碗に軽く一杯 

鶏肉 １５ ｇ 

こんにゃく １５ ｇ 

にんじん １０ ｇ 

ごぼう １０ ｇ 

芽ひじき(乾燥) １．５ ｇ 

油揚げ ３ ｇ 

枝豆 ６ ｇ 

サラダ油 ０．５ ｇ

だし汁 ２０ ｇ

しょうゆ ４ ｇ

砂糖 ０．５ ｇ

食塩 ０．３ ｇ

みりん ２ ｇ

酒 ２ ｇ

●問い合わせ　市子育て支援課　☎22-2266　℻22-2245

鴨島児童館
住　所

開館日
開館時間

鴨島町知恵島 1208 番地２
TEL・FAX 0883-24-2379
月～土
10 時～ 18 時（月～金）
13 時～ 18 時（土曜日）

10日㈮

11日㈯

17日㈮

24日㈮

30日㈭

ティータイム＆クッキング

ボードゲームであそぼう！

手形・足形アート

生け花クラブ

茶道クラブ

鴨島南児童館
住　所

開館日
開館時間

鴨島町飯尾 550 番地 76
TEL・FAX 0883-22-2277
月～土
10 時～ 17 時 30 分（月～金）
13 時～ 17 時 30 分（土曜日）

９日㈭

10日㈮

17日㈮

23日㈭

28日㈫

母の日のプレゼント作り

ジョン先生と英語で遊ぼう！

ダルクローズリトミック

クッキング

スポーツ教室

八坂児童館
住　所

開館日
開館時間

山川町安楽寺 165 番地
TEL・FAX 0883-42-6828
月～土
10 時～ 18 時（月～金）
13 時～ 17 時 30 分（土曜日）

10日㈮

15日㈬

21日㈫

27日㈪

28日㈫

30日㈭

英語教室

ランプシェードを作ろう

親子リズム体操

やさかあそべぇ（運動教室）

絵本の日

野菜を収穫しよう

子育て支援室
ほたるルーム

住　所

開館日
開館時間

山川町町 94 番地
（高越こども園内）
TEL・FAX 0883-42-5758
月～金
９時～ 15 時

10日㈮

13日㈪

15日㈬

24日㈮

28日㈫

母の日のプレゼント作り

食育相談

絵本の広場

４月・５月生まれの誕生会

ファーストサイン

子育て支援室
もうもうあいランド

住　所

開館日
開館時間

鴨島町牛島 888 番地１
（鴨島東こども園内）
TEL 0883-24-8914
FAX 0883-24-8922
月～金
９時～ 15 時

８日㈬

９日㈭

29日㈬

子育て何でも相談・こども園園庭開放

母の日のプレゼント作り

身体計測

吉野川市 子育て支援施設 5月の行事予定

子育て支援センター
ちびっこドーム

住　所

開館日
開館時間

川島町桒村 2421 番地１
（川島こども園内）
TEL 0883-25-6616
FAX 0883-25-6617
月～土
９時～ 17 時

９日㈭

15日㈬

23日㈭

31日㈮

母の日のプレゼント作り

子育て何でも相談

身体計測

誕生会・写真撮影

※月間行事予定表はQRコードでご確認
ください。
※各施設にも月間行事予定表を備え付
けています。
※詳しくは、各施設へ直接お問い合わ
せください。

子育て支援館
ぶどうの木

住　所

開館日
開館時間

鴨島町鴨島 440 番地２
（認定こども園めぐみ幼稚園
めぐみ保育園北側）
TEL・FAX 0883-38-9117
TEL 0883-24-2435
月～金
９時～ 15 時

10日㈮

14日㈫

17日㈮

24日㈮

のんびりティータイム

ファーストトーク

身体測定

お誕生会

地域子育て支援センター
かもめ元気クラブ

住　所

開館日
開館時間

鴨島町西麻植字大東 98 番地 1
（鴨島かもめこども園内）
TEL 0883-24-2856
FAX 0883-24-2857
月・水・木
10 時～ 15 時

８日㈬

23日㈭

30日㈭

子育て相談

ベビーマッサージ

絵本の読み聞かせ

地域子育て支援センター
山瀬わんぱく広場

住　所

開館日
開館時間

山川町諏訪 266 番地 5
（山瀬かもめこども園内）
TEL 0883-30-1212
FAX 0883-30-1213
火・木・金
10 時～ 15 時

９日㈭

16日㈭

23日㈭

30日㈭

絵本の読み聞かせ　

運動遊び

作って遊ぼう

ベビーマッサージ

「生活不活発病」とは、「動かない（生活が不活発な）」状態が続く
ことにより、心身の機能が低下して、「動けなくなる」ことをいいます。 26



ひじきごはん
ひじきは、食物繊維やミネラルの豊富な食品です。
炊き込みにすることが多いと思いますが、混ぜごはんにすると、手軽に作ることができます。

❶ 鶏肉は小さめに切る。こんにゃくは短冊切り
にして下ゆでをしておく。にんじんは短冊切り、
ごぼうはささがきにして水にさらす。ひじきは、
ぬるま湯でもどす。 油揚げは半分に切ってせん
切り、枝豆は塩ゆでにしてさやから出す。 

❷ 鍋にサラダ油を熱し、鶏肉、にんじん、ごぼう、
こんにゃく、油揚げ、ひじきの順に炒めてだし
汁と調味料を加え、弱めの中火で汁気がほと
んどなくなるまで煮る。 

❸ 炊きあがったごはんに❷とゆでておいた枝豆
を混ぜる。 

●具の味つけは、少し濃いと感じるくら
いにしておくとごはんと混ぜたときに
ちょうどよくなります。

●学校給食センターでは、
　徳島県産のひじきを使用
　しています。

わくわくレシピ

一口
メモ

【材料（１人分）】
ごはん お茶碗に軽く一杯 

鶏肉 １５ ｇ 

こんにゃく １５ ｇ 

にんじん １０ ｇ 

ごぼう １０ ｇ 

芽ひじき(乾燥) １．５ ｇ 

油揚げ ３ ｇ 

枝豆 ６ ｇ 

サラダ油 ０．５ ｇ

だし汁 ２０ ｇ

しょうゆ ４ ｇ

砂糖 ０．５ ｇ

食塩 ０．３ ｇ

みりん ２ ｇ

酒 ２ ｇ

寿司割烹入駒  ☎0883-24-6790 中央通り［営業時間］17：00～23：00

ユートピア保険サービス

事故で
困ったな…

保険って
難しいな…

誰かに
聞きたいな…

ご相談ください。あなたの心がスッキリするまで
お話しさせて頂きます。

TEL.0883-24-9103（9：00～17：00）
定休日：日曜、祝日　鴨島町麻植塚３８４－６
R１９２沿・渡辺医院様隣・P有

ドコモショップ山川店

①11:00～12:00
②13:00～14:00
③15:00～16:00

詳しくは当店まで  TEL:0120-52-7477

「生活不活発病」予防のポイント
毎日の生活の中で活発に動くようにしましょう27



　　

用
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

月
々
払
う
よ
り
も
保
険
料
が
お
得

に
な
り
ま
す
。

　
現
金
納
付
の
場
合

　
「
２
年
前
納
」「
１
年
前
納
」「
６

カ
月
前
納
」

　
口
座
振
替
の
場
合

●
「
６
カ
月
前
納
」

　

10
月
か
ら
平
成
32
年
３
月
ま
で

の
保
険
料
を
前
納
す
る
制
度
。

●
「
早
割
制
度
」

　

月
々
50
円
割
引
と
な
る
制
度
。

「
２
年
前
納
」「
１
年
前
納
」
※
平

成
32
年
４
月
以
降
分
の
申
し
込
み

の
み
受
付
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

	

☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、

会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
は
、
厚
生

年
金
保
険
か
ら
国
民
年
金
へ
変
更

す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
会
社
を
退
職
し
た
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
の
方
に

つ
い
て
も
、
国
民
年
金
の
種
別
変

更
を
す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

年
金
手
帳
、
退
職
日
が
確
認
で

き
る
書
類
を
添
え
て
、
国
保
年
金

課
（
本
館
１
階
）
ま
た
は
各
支
所

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）
で
、
国

民
年
金
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

	

☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
０

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

	

℻
22-

２
２
４
３

　

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る
無

料
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
と
同
じ
相
談
が
で

き
、
各
種
年
金
の
請
求
お
よ
び
届

け
書
の
受
け
付
け
も
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
４
月
25
日
㈭　

午
前
10
時
～

 

午
後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
５
月
23
日
㈭　

午
前
10
時
～

午
後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳
島

	

（
オ
フ
ィ
ス
）

	

☎
０
８
８（
６
５
７
）３
０
８
１

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

	

℻
22-

２
２
４
３

　

平
成
31
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
４
１
０
円
で
す
。
こ
れ

に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付

加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来

「
２
０
０
円
×
納
付
月
数
」
が
上

乗
せ
さ
れ
た
年
金
額
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
期
限
は

翌
月
末
で
、
納
付
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

「
口
座
振
替
」「
現
金
納
付
」「
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
」「
電
子
納
付
」

　

経
済
的
な
事
由
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

	

☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

	

℻
22-

２
２
４
３

　

次
の
よ
う
な
前
納
制
度
を
利

４
月
か
ら
の
保
険
料
は

１
万
６
４
１
０
円
で
す

保
険
料
の
納
付
は
お
得
な

前
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

社
会
保
険
労
務
士
会
に

よ
る
無
料
年
金
相
談

国
民
年
金
だ
よ
り

ホーホケキョ 白竜峡 高越山 紅竜峡

東野リキュールの本格梅酒
二人で仲よく梅酒を造り精一杯おもてなししています

梅酒蔵

東野リキュール製造場  東野 宏一

吉野川市美郷字川俣５番地５
TEL 0883-43-2216
FAX 0883-43-2212

「生活不活発病」予防のポイント
家庭・地域・社会で楽しみや役割をもちましょう 28



４月 ５月 医　院　名 電話番号

10 14 あ お ぞ ら 内 科 22-1311

11 7 石原内科循環器科 24-2536

12 18 知恵島皮膚科診療所 36-9012

13 17 よしのがわ往診診療所 36-1850

⑭ 21 四 宮 医 院 25-2016

15 16 糸田川クリニック 24-7555

16 15 石 原 小 児 科 24-2388

17 20 古本内科クリニック 24-7377

18 ① 松 永 医 院 42-2110

19 ⑫ 鈴木内科（敷地） 24-5880

20 ⑲ 阿 部 整 形 外 科 24-4880

� 30 谷 医 院 42-2353

22 � 鈴木内科（喜来） 24-3413

23 杏 和 医 院 22-0333

24 28 高橋皮膚科クリニック 24-5122

４月 ５月 医　院　名 電話番号

25 23 美 摩 病 院 24-2957

26 22 渡 辺 医 院 24-7177

27 31 井 内 内 科 24-3070

� 25 杉 山 医 院 25-2802

� 29 矢 田 医 院 25-2006

� 27 木村内科胃腸科 24-6413

② 富 本 医 院 42-3123

③ 大 内 整 形 外 科 24-3058

④ 工 藤 内 科 医 院 42-3113

⑤ 岸 整 形 外 科 25-3133

⑥ 鴨 島 病 院 24-6565

8 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488

9 麻名内科外科クリニック 26-0020

10 森 住 内 科 医 院 22-3010

11 さ く ら 診 療 所 42-5520

４月 ５月 医　院　名 電話番号

13 かなめ小児科内科クリニック 26-0310

24 糸 田 川 眼 科 24-2531

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所
 （☎088−622−3576）
●県立中央病院
 （☎088−631−7151）
〈月～土〉
  8 時 30分～ 19時 30分	最寄りの医療機関
19時 30分～ 22時 30分
	 徳島市夜間休日急病診療所
22時 30分～翌 8時 30分	県立中央病院
〈日・祝日〉
  9 時 00分～ 17時 00分
	 徳島市夜間休日急病診療所
18時 00分～ 22時 30分
	 徳島市夜間休日急病診療所
22時 30分～翌8時30分	県立中央病院
●吉野川医療センター（☎26−2222）
　診 療 日　日曜日
　診療時間　９時～ 16時
 （直接問い合わせてください）

☆平日／ 18 時～ 22 時 ☆休日／ 9 時～ 13 時、14時～ 18 時、19時～ 22 時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、必ず当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）でご確認の上、受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268  ℻22-2245

4月 ・ 5月

夜間・休日在宅当番医表大
型
連
休
中
に
診
察
を
実
施
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て

４
月
27
日
㈯
か
ら
５
月
６
日
㈪　

の
連
休
期
間
中
に
診
察
を
実
施
す
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（振替）

「生活不活発病」予防のポイント
歩きにくくなっても、杖や伝い歩きなどの工夫を29



鴨島図書室（鴨島公民館内）
☎24-5111　FAX24-5113

川島図書館
☎25-3141　FAX25-5382

山川図書館
☎42-5222　FAX26-4101

◆開室時間
午前 10 時～午後６時

◆４月、５月の休室日
火曜日、祝日、４月 29 日㈪㈷〜５月
５日㈰㈷（国民の休日のため）
◆ボランティアグループ「よみっこ★か
～も」による絵本のよみきかせの会
　とき　５月 11 日㈯ 
　　　　午前 10 時 30 分～
　ところ　鴨島公民館２階和室
　参加費　無料
◆新刊案内
　【一般書】
「女警」	 古野まほろ 著
「テレビ探偵」	 小路幸也 著
「キンモクセイ」	 今野敏 著
「悲願花」	 下村敦史 著
「残心」	 鏑木蓮 著
　【児童書】
「トリガー」	 いとうみく 著
「ほしじいたけほしばあたけ」	石川基子 著
「まめとすみとわら」	 せなけいこ 著
「かいけつゾロリロボット大さくせん」
	 原ゆたか 著

◆開館時間
　午前 10 時～午後６時
◆４月、５月の休館日
　水曜日、祝日、月末資料

整 理 日（ ４ 月 26 日 ㈮、
５月 31 日㈮）、４月 29
日㈪㈷～５月５日㈰㈷（国
民の休日などのため）

◆開館時間
午前 10 時～午後６時
◆４月、５月の休館日
　月曜日、祝日、月末資料整

理日（４月 26 日㈮、５月
31 日㈮）、４月 29 日㈪㈷
～５月５日㈰㈷（国民の休
日などのため）
◆おはなし会
　とき　５月 11 日㈯
　　　　午後２時～
　　　　（約 30 分間）
　※毎月第２土曜日開催
◆子ども映画会
　４月 20 日㈯（うっかりペ

ネロペ）
　５月 18 日㈯（おじゃる丸 

満月ロード危機一髪）
　※午後２時～（約１時間）

図図 書書 だだ よよ りり

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

ごみのことならおまかせください!
指導対象：幼児～高校生
指 導 者：中谷 敬子
連 絡 先：090-9555-9699
所 在 地：高原字関135-5
　　　  JR牛島駅 徒歩５分

◆４技能の小学英語
◆無学年のプリント教材
◆指導教科：国数英
◆コンピュータ学習（ＣＡＩ）

一日無料体験学習
無料学力診断も行います

インスタ

グラム
QR

●5,400円コース………
●6,480円コース………
●7,560円コース……

8品
9品
10品

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

法要・ご会食プランのご案内

TEL.（0883）24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2TEL.（0883）24-8815

●無料送迎バス（少人数可）
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きます。
●お弁当の宅配も承ります。

（各コース 税・サ込）料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

おかげさまで20周年!
●週替わり………………1,296円～ etc.

二次会・女子会・同窓会

●フルコース・和会席 
●各種プラン

…6,480円～
……………6,480円～

各種 宴会・会合・会食　ご予約承ります!

「生活不活発病」予防のポイント
身の回りのことや家事などがやりにくくなったら早めに相談を 30



㈲食肉問屋  丸正
営業時間  10時～19時  年中無休
吉野川市川島町児島

    （0883）25-5058

青
少
年
育
成
補
導

で
す
が
…

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
○
○
で

す
が
…
、	

な
ど
で
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
く

る
の
？

・
今
、
い
ろ
い
ろ
調
査
を
し
て

い
る
か
ら
…

・
配
達
先
を
確
認
し
た
い
か
ら

…
・
財
布
を
落
と
し
た
主
に
返
し

た
い
か
ら
…

・
学
校
の
関
係
で
至
急
連
絡
し

た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
…
、

	

な
ど
で
す
。

そ
し
て

・
友
だ
ち
の
名
前
、
電
話
番
号

を
教
え
て
ほ
し
い
。

・
兄
弟
、
姉
妹
の
名
前
を
教
え

て
ほ
し
い
。

・
ク
ラ
ス
の
名
簿
を
貸
し
て
ほ

し
い
。
な
ど
の
聞
き
出
し
や

要
求
に
迫
ら
れ
ま
す
。

　

も
し
不
審
者
に
遭
っ
た
り
、

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

時
は
補
導
セ
ン
タ
ー
や
警
察
・

学
校
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
25-

６
６
２
０

℻
25-

６
６
２
１

ま
し
ょ
う
。

　

飛
び
出
し
・
自
転
車
の
二
人

乗
り
・
並
進
・
傘
差
し
運
転
・

携
帯
電
話
を
使
い
な
が
ら
の
運

転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
自
分
の
「
い
の
ち
」
は
自
分

で
守
り
ま
し
ょ
う

　

不
審
者
に
あ
っ
た
り
、
被
害

に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た

時
は
イ
カ
の
お
す
し
。
行
か
な

い
・
乗
ら
な
い
・
大
声
で
叫
ぶ
・

す
ぐ
逃
げ
る
・
知
ら
せ
る
。

不
審
電
話
に
ご
用
心
！

　

新
学
期
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
言
葉
巧
み
で
、
不

審
電
話
と
は
気
づ
き
に
く
い
点

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う

な
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
の
よ
う
な
人
を
装
っ
て
か
け

て
く
る
の
？

・
○
○
警
察
署
の
警
察
官
で
す

が
…

・
○
○
交
通
の
職
員
で
す
が
…

・
○
○
流
通
セ
ン
タ
ー
、
○
○

宅
配
の
者
で
す
が
…

・
○
○
教
育
委
員
会
の
者
で
す

が
…

・
同
じ
ク
ラ
ス
の
○
○
の
父
親

園
児
・
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

　

入
園
・
入
学
・
進
級
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
学

校
や
学
年
で
元
気
に
新
学
期
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
年
間
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
力
強
く
大
地

を
踏
み
し
め
て
歩
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

安
全
で
楽
し
い
生
活

●
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
や
バ
イ
ク
に
乗
る
時

は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り

　
き
ぼ
う
あ
る
あ
し
た
へ

（
か
た
つ
む
り
の
か
っ
ち
ゃ
ん
）

山
川
中
学
校
　
新
居 
あ
か
り

わ
た
し
は
ゆ
っ
く
り
あ
る
く

ゆ
っ
く
り
と　

ゆ
っ
く
り
と

み
ん
な
の
え
が
お
は
ほ
と
ん
ど
み
え
な
い

み
ん
な
の
え
が
お　

す
て
き
な
え
が
お

そ
ん
な
ひ
が
く
る
こ
と
を
ね
が
い
な
が
ら

わ
た
し
は
ま
た
ゆ
っ
く
り
と
あ
る
い
て
ゆ
く

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
第
13
号
」
よ
り

「生活不活発病」予防のポイント
「無理は禁物」「安静第一」と思いこまないで31
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再
生

紙
と

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
。

広
報

よ
し

の
が

わ
4

　指定年月日：1965（昭和 40）年３月５日指定
　　　所在地：吉野川市鴨島町森藤 566（若宮神社）
所有／管理者：吉野川市教育委員会

　樹高は 20 ｍ、樹周は根まわり 18.8mのクスノキで

ある。推定樹齢は約 820 年とされ、徳島県内では加
か

茂
も

の

大クス、矢
や

上
がみ

の大クスに次いで３番目の巨樹である。鴨

島町森
もり

藤
とう

の壇という台地の北東縁、若宮神社境内にある。当地は康
やす

頼
より

神社ともいい、東北

下斜面には康頼の墓といわれる場所がある。根元には祠と記念碑、常夜灯（竿石のみ）が

ある。記念碑には康頼神社の建立について記されている。康頼神社は 1186（文治２）年

に源頼朝の命を受けて阿
あわのくに

波国麻
お

殖
え

保司としてこの地に着任した平康頼の死後、遺言によっ

て家臣が当地に祠を建て、主君を神として祀
まつ

ったのが始まりともいわれているが、この碑

によると、現在の康頼神社は康頼を慕う地域住民や家臣ゆかりの人々らによって、康頼の

功績を称えるために江戸時代の天明年間（1781 ～ 1789）に建立されたという。碑は康

頼公の当地入り 800 年を記念して地域住民が 1986（昭和 61）年に建立したものである。

このクスノキは推定樹齢か

ら、康頼神社が建立された

際にはすでにこの地にあっ

たものとみられる。常夜灯

には、「文化十三（1816）年」

の紀年銘がある。

故
郷
を

知
る
!!

y o s h i n o g a w a  c i t y

徳島県指定天然記念物(植物)

壇
だん

の大クス
第
11
回

　
今
回
の
特
集
は
、
少
し
だ
け
昔

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
（
本
号

表
紙
お
よ
び
10
～
13
ペ
ー
ジ
）。
世

の
中
と
吉
野
川
市
の
「
あ
の
時
」

を
懐
か
し
く
感
じ
た
方
、
知
ら

な
か
っ
た
方
に
は
時
代
の
変
化
を

知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　
昭
和
40
年
代
生
ま
れ
の
私
は
、

幼
少
期
に
は
ア
ニ
メ
や
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
が
は
や
り
、平
成
に
変
わ
っ

て
か
ら
は
よ
く
音
楽
鑑
賞
を
し
て

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
激
動
と
言
わ
れ
て
い
る
昭
和
、

平
成
。
時
が
過
ぎ
世
の
中
何
か
と

便
利
な
時
代
に
な
り
、
変
わ
っ
た

も
の
が
多
い
で
す
が
、
時
代
が
移

り
変
わ
っ
て
も
ふ
る
さ
と
や
住
む

町
へ
の
思
い
は
変
わ
ら
ず
持
ち
続

け
た
い
も
の
で
す
。	

（
編
）

編
集
後
記

昭和 30年代ごろの鴨島駅前の様子

４
月
か
ら
課
が

新
設
さ
れ
ま
し
た

平
成
31
年
４
月
か
ら
、「
企
画
財
政
課
」に「
地
方
創
生
推
進
室
」が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
経
営
企
画
課
」と「
上
下
水
道
課
」が「
水
道
課（
☎
２２-

２
２
５
９
・℻
２２-

２
２
５
４
）」と「
下
水
道
課（
☎
２２-

２
２
５
６
・℻
２２-

２
２
５
４
）」に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
総
務
課　

☎
２２-

２
２
３
１
・
℻
２２-

２
２
４
４

※編集日程の都合上、元号の表記が平成となっています。ご了承ください。 32


